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市県民税の申告をお忘れなく…… ２

「電話でバス」が運行します…… ３

奨学金の申請受付を開始します… ４

新しい融資制度ができました…… ５

主な内容広広広
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写真：新体育館開館記念事業「新体操公開演技会写真：新体育館開館記念事業「新体操公開演技会」」（１（１月17日、月17日、桐生大学グリーンアリーナ桐生大学グリーンアリーナ））
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捌市県民税の申告受付日程表
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市県民税、所得税の申告期間は２月16日(月)～３月16日(月)です

大間々町東町笠懸町地区

大間々庁舎地下第５会議室東庁舎１階待合ロビー笠懸庁舎２階第２会議室会場

午前８時45分～午後４時 ※この時間内に受付をしてください。時間

大間々第１～８区

荻原地区還付２／16(月)

期
日
・
対
象
者

沢入①《注》・草木地区還付２／17(火)

神戸地区年金（笠懸第１～４区）２／18(水)

花輪２区年金（笠懸第５～７区）２／19(木)

小夜戸地区年金（笠懸第８～10区）２／20(金)

花輪３区笠懸第１区２／23(月)

沢入②《注》地区笠懸第２区２／24(火)

大間々第９～12区

小中・座間地区笠懸第３区２／25(水)

花輪１区笠懸第４区２／26(木)

申告の済んでいない人

笠懸第５区２／27(金)

笠懸第６区３／２(月)

大間々第13～17区

笠懸第７区３／３(火)

笠懸第８区３／４(水)

笠懸第９区３／５(木)

笠懸第10区３／６(金)

営業者３／９(月)

申告の済んでいない人

３／10(火)

３／11(水)

申告の済んでいない人

３／12(木)

３／13(金)

３／16(月)

《注》１．東町の対象者中、沢入①は渡良瀬川の西側地域（東宮地区除く）、沢入②は渡良瀬川の東側地域およ

び東宮地区です。

２．受付番号順にご案内しますが、昼食時には職員交代のため、対応人数が少なくなります。

平成20年度の税制改革で、個人住民税の寄附金控除の範囲が広げら

れました。控除の対象となる寄附金の対象団体は市内に事務所などが

あり、市民の福祉の向上に寄与している団体です。

▼みどり市条例指定団体（順不同）

※控除を受けるには申告の手続きが必要です。詳しくは広報１月号を

ご覧ください。

▼問い合わせ先 税務課市民税係（笠懸庁舎）緯(76)0964

寄附金控除条例指定団体が決まりました

水資源機構独立行政法人

桐丘学園・南光寺学園・マイトリー学園学校法人

広済会・三和会・あおぞら会・あざ美会・柏・希望

の家・ことぶき会・清鳳会・チハヤ会・桃蹊会・美

幸会・みどり市社会福祉協議会・麦の芽会

社会福祉法人

次の①～⑤に該当する場合は、桐

生税務署で申告をしてください。

①青色申告、②分離譲渡所得（株・

土地建物など）、③外国人、④過年

度、⑤消費税

※記入済みで完成している場合は、

市役所でも書類を預かります。

※譲渡所得については、今年から申

告書が送付されませんので忘れずに

申告をしてください。

▼問い合わせ先

桐生税務署 緯(22)3121（代表）

こんな場合には、

税務署で申告をしてください

▼問い合わせ先 税務課市民税係（笠懸庁舎）緯(76)0964

⃌

⃌

⃌
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恭運行方法は電話予約の乗り合いです

新たなバスの運行方法は、時刻表を定めないで、乗り

たいときに電話予約することで、最寄りのバス停からど

のバス停にも自由に行くことができる乗合バスです。

恭バスの名前は「電話でバス」です

新たな運行方法によるバスの名前は「電話でバス（で

んわでばす）」に決まりました。

恭「電話でバス」の使い方

●次の点にご留意ください。

（注１）ほかの乗客と乗り合いになることがあります。

（注２）う回をすることがあります。

なお、予約状況によりう回時間は異なります。

（注３）バス停留所以外の場所では、乗り降りはできま

せん。

【受付センターの電話番号】決まり次第、広報や利用案

内チラシに掲載してお知らせします。

恭運行区域・乗降場所など

【運行区域】笠懸・大間々地域内の運行となります。ま

た、ヤオコー桐生相生店（施設内に入場可能な時間帯

のみ）にも乗り入れる予定です。

【乗降場所（バス停留所設置数）】

笠懸地域79カ所、大間々地域101カ所、桐生市１カ所

【運行時間】午前８時30分～午後６時30分

【予約受付時間】午前８時～午後５時30分

（当日予約のみ）

【利用人数】１人から利用できます。

【事前登録】必要ありません。

恭運賃など

【１回の運賃】

煙同一地域内 300円

煙〈第１地域〉と〈第２地域〉をまたぐ場合 400円

※詳しい説明は広報１月号をご覧ください。

【定期券・回数券】どちらも用意します。

【身障者割引】身障者は５割引の運賃となります。

恭バスは10人乗りのワゴン車です

恭運行開始予定時期は３月下旬です

※今回の見直しにより笠懸・大間々町内で運行中の路線

バスは廃止となります。

※東町の路線バスは、今までどおり変更はありません。

▼問い合わせ先

企画課政策調整係（笠懸庁舎）緯(76)0962

①乗りたい人

受付センターに電話をして

【乗るバス停・降りるバス

停・人数】を伝えます。

②受付センター

乗るバス停にバスが到着す

る時刻をお伝えします。

…

革

革

③乗りたい人

伝えられた到着時刻でよろしければ、その時

刻を予約します。《予約完了》

④乗りたい人

予約した時刻に近づいたら、バス停に行きま

しょう。

第２地域まで第１地域までエリア

400円300円第１地域から

300円400円第２地域から

第１地域…笠懸町全域と福岡大橋より南の

大間々市街地

第２地域…大間々町全域

「電話でバス」の利用方法やバス停留所の一覧な

どが記載された利用案内チラシを笠懸町・大間々町

に全戸配布します。

３月上旬に利用案内チラシを配付します
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▼
応
募
資
格

市
内
に
１
年
を
超
え
て
居
住
す
る

世
帯
の
人
で
、
次
の
茨
～
印
す
べ

て
に
該
当
す
る
人

茨
①
高
校
、
高
等
専
門
学
校
ま
た
は

高
校
課
程
の
専
修
学
校
の
在

（
進
）
学
者

②
大
学
ま
た
は
専
門
課
程
の
専
修

学
校
の
在
（
進
）
学
者

芋
学
力
優
秀
、
品
行
方
正
、
身
体
強

健
な
人

鰯
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
資
支
出

が
困
難
な
世
帯
の
子
弟

允
出
身
学
校
長
ま
た
は
在
学
学
校
長

が
適
当
と
認
め
推
薦
し
た
人
で
ほ

か
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
人

印
保
護
者
、
本
人
（
課
税
さ
れ
て
い

る
場
合
）
に
税
金
の
滞
納
が
な
い

人
▼
貸
付
額

煙
応
募
資
格
①
の
該
当
者

…
月
額
１
万
円
（
年
額

万
円
）

12

煙
応
募
資
格
②
の
該
当
者
で
自
宅
か

ら
の
通
学
者

…
月
額
２
万
円
（
年
額

万
円
）

24

煙
応
募
資
格
②
の
該
当
者
で
自
宅
以

外
か
ら
の
通
学
者

…
月
額
３
万
円
（
年
額

万
円
）

36

▼
貸
付
期
間

在
学
す
る
学
校
の
正

規
の
修
学
期
間
内
（
休
学
期
間
中

は
貸
付
が
停
止
）

▼
貸
付
方
法

５
月
と

月
の
年
２

10

回
に
分
け
て
指
定
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

▼
返
済
方
法

学
校
卒
業
後
１
年
間

は
据
え
置
き
、
貸
付
し
た
年
数
と

同
期
間
で
返
済
。

▼
申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
類
に

記
入
の
上
、
指
定
さ
れ
た
証
書
類

を
そ
ろ
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

３
月
２
日
俄
～

日
峨

31

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

▼
受
付
場
所

教
育
総
務
課
（
大
間
々
庁
舎
２
階

１
番
窓
口
）

月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
除
く
）

※
申
請
書
類
は
２
月
２
日
か
ら
教
育

総
務
課
・
笠
懸
公
民
館
・
東
公
民

館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
請
様

式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
m
i
d
o
r
i
.

g
u
n
m
a
.
j
p
/

▼
選
考
結
果

４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

奨奨学金奨学金のの申請受付を開始しま申請受付を開始しますす

高校生、大学生などで奨学金の借り入れを希望する人へ

市
で
は
、
高
校
や
大
学
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
人
、
ま
た
今
年
の
春
に
高
校

や
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
人
に
奨
学
金
を
原
則
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

奨
学
資
金
制
度
の
概
要
や
平
成

年
度
借
入
申
請
の
手
続

21

き
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

《
開
催
日
時
》

２
月

日
臥

午
前

時
～

時

28

10

11

※
個
別
の
相
談
や
質
問
に
は
説
明
会
終
了
後
に
対
応
し
ま

す
。

《
開
催
場
所
》

笠
懸
公
民
館
（
笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
隣
）

２
階
視
聴
覚
室

《
申
込
方
法
》

２
月

日
画
ま
で
に
、
氏
名
と
当
日
参
加

27

さ
れ
る
予
定
人
数
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
席
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
説
明
会
当
日
は
、
所
定
の
申
請
書
類
な
ど
も
ご
用
意
し
ま

す
。

《
申
し
込
み
》

電
話
か
直
接
、
教
育
総
務
課
へ

奨
学
資
金
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

●問い合わせ先●

教育総務課（大間々庁舎）緯(76)9844



(5) 広報みどり 呉35

市
で
は
、
現
行
の
小
口
資
金
・
労

働
環
境
整
備
資
金
に
加
え
、
新
た
に

３
つ
の
資
金
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。
各
資
金
の
内
容
と
融
資
条
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。
市
内
中
小
企
業

者
で
事
業
に
要
す
る
設
備
資
金
や
運

転
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る
人
は
、
本

資
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
に
つ
い
て
の
直
接
の
窓
口
は
金
融

機
関
と
な
り
ま
す
。

◎
中
小
企
業
設
備
資
金
（
新
設
）

毅
対
象
者

同
一
事
業
を
一
年
以
上

営
む
市
内
中
小
企
業
者

毅
限
度
額

３
，
０
０
０
万
円

中

小
企
業
団
体
は
１
億
円

毅
利
率

年

％
以
内

2.4

毅
期
間

設
備
資
金
（

年
以
内
）

10

※
１
年
以
内
の
措
置
期
間
を
含
む

◎
起
業
家
チ
ャ
レ
ン
ジ
資
金
（
新
設
）

毅
対
象
者

新
た
に
事
業
を
開
始
す

る
者
ま
た
は
新
た
な
事
業
に
業
種

転
換
す
る
者

毅
限
度
額

１
，
０
０
０
万
円

毅
利
率

年

％
以
内

1.7

毅
期
間

運
転
資
金
（
５
年
以
内
）

設
備
資
金
（

年
以
内
）

10

※
各
１
年
以
内
の
措
置
期
間
を
含
む

◎
緊
急
経
営
安
定
化
資
金
（
新
設
）

毅
対
象
者

中
小
企
業
信
用
保
険
法

第
２
条
第
４
項
第
５
号
の
認
定
を

受
け
た
中
小
企
業
者

毅
限
度
額

１
，
０
０
０
万
円

毅
利
率

年

％
以
内

1.7

毅
期
間

運
転
資
金
（
７
年
以
内
）

※
１
年
以
内
の
措
置
期
間
を
含
む

◎
小
口
資
金

毅
対
象
者

同
一
事
業
を
一
年
以
上

営
む
市
内
中
小
企
業
者

毅
限
度
額

１
，
２
５
０
万
円

毅
利
率

年

％
以
内

3.2

毅
期
間

運
転
資
金
（
６
年
以
内
）

設
備
資
金
（
８
年
以
内
）

※
各
６
ヶ
月
以
内
の
措
置
期
間
を
含

む
◎
労
働
環
境
整
備
資
金

毅
対
象
者

同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
む
市
内
中
小
企
業
者
お
よ
び
中

小
企
業
団
体

毅
限
度
額

３
，
０
０
０
万
円

中

小
企
業
団
体
は
６
，
０
０
０
万
円

毅
利
率

％
以
内

2.3

毅
期
間

年
以
内

10

※
内
１
年
以
内
の
措
置
期
間
を
含
む

【
共
通
事
項
】

▼
申
し
込
み

市
税
な
ど
に
滞
納
が

あ
る
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
窓
口

金
融
機
関
、
た
だ
し
、
中
小
企
業

設
備
資
金
・
起
業
家
チ
ャ
レ
ン
ジ

資
金
・
緊
急
経
営
安
定
化
資
金
は

市
内
の
金
融
機
関
に
限
り
ま
す
。

▼
申
込
期
間

緊
急
経
営
安
定
化
資
金
は
、
融
資

枠
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
と

し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
資
金
は
、

年
間
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

商
工
振
興
課

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
９
３
８

(76)

平
成

年

月
か
ら

歳
以
上
お

16

10

65

よ
び
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
た
「
か

た
く
り
の
湯
平
日
昼
間
無
料
券
」
で

す
が
、
財
政
状
況
な
ど
の
事
情
に
よ

り
、
今
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
廃
止

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
の
平
日
無
料
対
象
の
人

は
、
４
月
か
ら
は
新
し
い
「
利
用
者

証
」
の
提
示
と
、
１
０
０
円
の
利
用

料
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
在
ご

利
用
の
無
料
券
の
切
り
替
え
と
新
規

の
申
請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
か
た
く
り
の
湯
ご
利
用
の

際
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
平
成

年
度
の
利
用
者
証
に
は

21

12

回
分
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
回

数
券
が
つ
い
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
在
住
の

歳
以
上
の
人
、
お

65

よ
び
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
人

▼
申
請
場
所

か
た
く
り
の
湯

▼
申
請
受
付

２
月

日
峨
か
ら

10

▼
申
請
に
必
要
な
物

運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
物
、
現

在
の
平
日
昼
間
無
料
券
（
持
っ
て

い
る
人
）

▼
注
意
事
項

毅
窓
口
が
混
み
合
う
場
合
は
、
後
日

の
お
渡
し
に
な
り
ま
す
。

毅
３
月
ま
で
は
新
規
の
利
用
者
証

で
、
平
日
昼
間
無
料
で
入
場
で
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

毅
か
た
く
り
の
湯
緯

１
１
２
６

(76)

毅
社
会
福
祉
課
（
笠
懸
庁
舎
）

緯

０
９
７
５

(76)

新
し
い
融
資
制
度
が
で
き
ま
し
た

「
か
た
く
り
の
湯
平
日
昼
間
無
料
券
」

新
し
い
利
用
者
証
へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す

が
廃
止
に
な
り
ま
す

３
つ
の
新
制
度
…
中
小
企
業
設
備
資
金
、起
業
家
チ
ャ
レ
ン
ジ
資
金
、緊
急
経
営
安
定
化
資
金

～
中
小
企
業
の
設
備
資
金
や
運
転
資
金
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
～

かかたくりのかたくりの湯湯
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●申込・問い合わせ先 秘書課広報広聴係（笠懸庁舎） 緯(76)0957

算広報みどり
広報みどりは、約18,500部が市内全戸に配付さ

れます。新聞折込チラシとは異なる、目新しい広

告媒体として、市民の皆さんに目にしていただけ

る機会を提供します。

掲載位置 「くらしの情報」の最下段

掲載料金

Ａ広告（縦4.7㎝×横17.8㎝）…２万円／１回、

Ｂ広告（縦4.7㎝×横8.8㎝）…１万円／１回

※１カ月単位で申込みできます。

算市ホームページ
市ホームページには、月平均約２万件のアクセ

スがあります。市ホームぺージ閲覧者に対して、

広告用バナーを介して広告主のホームぺージへア

クセスする機会を提供します。

掲載位置 トップページ右（バナー広告）

掲載料金

縦60ピクセル×横150ピクセル（10キロバイト

以内でGIFまたはJPEG形式）…１万円／１月

※１カ月単位で申込みできます。

「公用車車体」と平成21年度（平成21年４月～22年３月）の「広報みどり」「市ホームページ」に掲載

する広告の広告主を募集します。お店の宣伝や自社ＰＲにぜひご活用ください。広告に関する要綱、基

準、申込書などは、問い合わせ先の窓口で入手できるほか、市ホームページからもダウンロードできま

す。【市ホームページアドレス】 http://www.city.midori.gunma.jp/

■公用車車体 ■広報みどり・市ホームページ（平成21年度）

算公用車車体
購入したばかりの新車で、年間7,000娃程度の

走行距離を想定しています。移動広告として、不

特定多数の人に触れる機会を提供します。

車種 軽自動車

募集台数 ５台

掲載位置 左右の前後ドア部分

規格 1.05㎡／１面×２面（左右）

掲載方法

煙ラッピングフィルムによる掲載。

煙車体塗装はできません。

煙広告の作成・掲載・撤去費用は、広告主の負担

となります。

掲載料金 60,000円／１年

●申込・問い合わせ先 財政課管財係（笠懸庁舎） 緯(76)0963

子
ど
も
の
遊
び
や
友
だ
ち
と
の
関
係
、
自

分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
年
代
ご
と
に
取
り
上
げ
、
子
ど
も
と
の

よ
い
関
係
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
講
座
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
テ
ー
マ

《
第
１
回
》
２
月

日
峨
午
前

時
～

24

10

「
子
ど
も
と
の
ス
テ
キ
な
関
係
づ
く
り
」

パ
ー
ト
Ⅰ
（
幼
児
編
）

《
第
２
回
》
３
月

日
峨
午
後
１
時

分
～

10

30

「
子
ど
も
と
の
ス
テ
キ
な
関
係
づ
く
り
」

パ
ー
ト
Ⅱ
（
小
学
生
・
中
学
生
編
）

▼
会
場

市
役
所
大
間
々
庁
舎
３
階
大
会
議
室

▼
講
師

育
英
短
期
大
学

現
代
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

学
科
長
／
教
授

小

池
庸
生
氏

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼
定
員

人
（
先
着
順
）

50

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
方
法

電
話
で
社
会
教
育
課
へ

▼
保
育

２
月

日
の
講
座
（
パ
ー
ト
Ⅰ
）

24

は
、
就
園
前
の
お
子
さ
ん
（
１
歳
以
上
）

を
預
か
り
ま
す
。
希
望
者
は
、
２
月

日
16

俄
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
開
始

２
月
９
日
俄

▼
主
催

み
ど
り
市
人
権
教
育
推
進
協
議

会
・
み
ど
り
市
教
育
委
員
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育

課
（
大
間
々
庁
舎
）
緯

９
８
４
６

(76)

子
ど
も
と
ス
テ
キ
な
関
係
を
つ
く
る
講
座

～
平
成

年
度

み
ど
り
市
人
権
講
座
～

20



(7) 広報みどり 呉35

市
役
所
で
働
け
る
人

の
登
録
を
行
っ
て
い
ま

す
。
居
住
地
は
市
内
外

を
問
い
ま
せ
ん
。
心
身

と
も
に
健
康
で
意
欲
の

あ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
受
付

《
日
時
》
随
時
（
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

《
場
所
》
市
役
所
笠
懸
・
大
間
々
・
東
各
庁

舎
総
務
課

▼
提
出
書
類

○
臨
時
職
員
雇
用
登
録
申
込
書

○
資
格
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
、
証
明
す
る

書
類

※
臨
時
職
員
雇
用
登
録
申
込
書
は
、
市
役
所

各
庁
舎
総
務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

み
ど
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
m
i
d
o
r
i
.

g
u
n
m
a
.
j
p
/

▼
採
用

登
録
者
の
中
か
ら
業
務
の
必
要

に
応
じ
て
、
選
考
の
う
え
採
用
し
ま
す
。

▼
登
録
有
効
期
間

登
録
日
か
ら
１
年
間

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
職
員
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
１

(76)

３月２日俄から、水道庁舎で住民票・税務証明書

などの交付を始めます。近くにお住まいの人や近く

まで来られた人はご利用ください。

▼交付場所 水道庁舎１階 証明書交付コーナー

▼利用できる日時 祝日を除く平日の午前８時30分

～午後５時15分（ほかの各庁舎と同じです）

▼問い合わせ先

煙証明書の種類①…市民課（笠懸庁舎）緯(76)0972

煙証明書の種類②…税務課（笠懸庁舎）緯(76)0964

煙証明書の種類③…収納対策課（笠懸庁舎）

緯(76)0956

▼交付する証明書の種類

住民票の写し
①

印鑑登録証明書

所得証明書

②
課税証明書

非課税証明書

所在・営業証明書

納税証明書
③

車検用納税証明書（軽自動車）

水道庁舎では、住民異動届・印鑑登録・戸籍謄本などの交付や、戸籍の届出など

の受け付けはできませんのでご了承ください。

３月２日から 水道庁舎でも
住民票・税務証明書など交付を始めます

⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂
⃂

市
役
所
で
働
く
臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

桐生市・みどり市など桐生広域の各種物産

品や、桐生市の親善都市である茨城県日立

市、徳島県鳴門市の物産品・山海の特産物を

展示即売します。

豪華景品が当たる大抽選会や、楽しい企

画・イベントが盛りだくさんです。皆さんお

誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

期日 ２月14日臥・15日蚊

時間 午前10時～午後４時

会場 桐生市市民文化会館 スカイホール

および広場

問い合わせ先 桐生市観光交流課観光・物産係

緯(46)1111（内線566)

各種物産品の展示即売

第25回桐生広域物産まつり

桐生市市民文化会桐生市市民文化会館館

水道庁舎
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平成20年４月から始まりました「みどり市ふるさと思いやり寄附金制度」について、平成21年１月までの寄附の状況

をお知らせします。

金額事業項目氏名

50,000円わたらせ渓谷鐵道の支援匿名 様

200,000円

100,000円

市民の健康増進および福祉の向上に関する事業

教育・文化・スポーツ活動の充実に関する事業

茂木宏美 様

（みどり市笠懸町）

200,000円指定なし

吉田秀 様

［東京都板橋区

（花輪小卒業生）］

5,000円

5,000円

市民の健康増進および福祉の向上に関する事業

わたらせ渓谷鐵道の支援
匿名 様

5,000円

5,000円

5,000円

10,000円

自然環境の保全および景観の維持、再生に関する事業

市民の健康増進および福祉の向上に関する事業

産業の振興および魅力ある観光地づくりに関する事業⇒大間々町商店街振興

市民によるまちづくり活動の推進に関する事業

匿名 様

金額件数事業項目

5,000円１件自然環境の保全および景観の維持、再生に関する事業

――省資源・省エネルギー化の推進に関する事業

210,000円３件市民の健康増進および福祉の向上に関する事業

5,000円１件産業の振興および魅力ある観光地づくりに関する事業

100,000円１件教育・文化・スポーツ活動の充実に関する事業

10,000円１件市民によるまちづくり活動の推進に関する事業

460,000円

（60,000円）

（400,000円）

５件

（３件）

（２件）

そのほか目的達成のために市長が必要と認めた事業

（内訳）毅わたらせ渓谷鐵道の支援
毅指定なし

790,000円12件合計

■寄附金の累計（平成21年１月26日現在）

■平成20年８月～21年１月26日までに寄附していただいた方

市では、引き続きこの制度による

皆さんからのご寄附を受け付けてい

ます。

市のまちづくりに共感した人やふ

るさと「みどり市」への思いをお持

ちの人など、多くの人からのご支援

ご協力をお願いします。

問い合わせ先

企画課（笠懸庁舎） 緯(76)0962

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるささささささささささささささささささささとととととととととととととととととととと思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいややややややややややややややややややややりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄附附附附附附附附附附附附附附附附附附附附金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金ふるさと思いやり寄附金ののののののののののののののののののののの申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況申込状況

概要事業名

桐生市で実施している「空き家・空き地バンク」をみどり市でも展開するとともに、桐生広域

として一体的なＰＲ活動などを行うなど両市が相互に連携し、定住促進事業を推進する。
移住・定住促進事業

両市住民と行政が連携し、三大都市圏から大学生などを体験調査員として受け入れ、客観的な

目で桐生広域を見てもらい、地域づくりに役立てるとともに、都市住民との交流を推進する。

地域づくり

インターン事業

映画・テレビなどのロケを通じて、両市の魅力を発信することにより地域活性化を図るた

め、両市が協力して効果的なロケ支援を行う。

映画・テレビ撮影な

どにおける協力連携

両市の子育て支援センターで「（仮称）地域子育て支援拠点施設連絡協議会」を発足させ、事

業内容の充実や効率化を図るための情報交換を行う。

子育て支援センター

のネットワーク化

昨年12月25日、「第４回桐生・みどり連携推進市長会

議」がみどり市役所大間々庁舎で開催されました。

今回の会議で新たな連携・交流事業として４事業が合

意されました。また、これまでに合意された７項目31事

業の連携・交流事業について、その進ちょく状況が報告

されました。

＜新たな連携・交流事業＞

煙煙第４回桐生・みどり連携推進市長会議を開催煙煙

第4回桐生・みどり連携推進市長会議の様子
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国
民
年
金
に
は
、
一
括
し
て
保
険

料
を
納
付
す
る
と
割
引
に
な
る

「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
１
年
分
ま
た
は
６

カ
月
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る

と
、
納
付
書
支
払
い
に
よ
る
前
納
よ
り

さ
ら
に
お
得
に
な
っ
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
で
の
保
険
料

の
前
納
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
２
月
末
日
ま
で
に
、
金
融

機
関
ま
た
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。保

険
料
を
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
、
１
年
分
で
３
，

６
９
０
円
、
６
カ
月
分
で
１
，
０
０
０
円
が
、
同
じ
月
数

の
保
険
料
を
毎
月
納
付
し
た
場
合
よ
り
割
引
に
な
り
ま
す
。

※
割
引
額
は
、
平
成

年
度
の
予
定
額
で
す
。

21

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
「
早
割
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
口
座
振
替
日
を
通
常
の
納
付
日
よ
り
１
カ
月
早

め
る
こ
と
で
、
保
険
料
が
１
カ
月
あ
た
り

円
割
引
（
平

50

成

年
度
予
定
額
）
に
な
る
お
得
な
制
度
で
す
。

21納
付
忘
れ
の
心
配
も
な
い
の
で
、
安
心
で
確
実
で
す
。

「
早
割
」
制
度
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
金
融
機
関
ま
た

は
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
前
納
」
や
「
早
割
」
制
度
を
お
申
し
出
の
際

は
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
預
金
通
帳

○
預
金
通
帳
の
お
届
け
印

○
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
、
国
民
年

金
保
険
料
納
付
書
な
ど
）

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金
のののののののののの
おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

民
年
金
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせ
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
で
き
ま
す

～
国
民
年
金
の
納
付
は
口
座
振
替
が
お
得
で
す
～

日
本
に
住
む

歳
以
上

歳
未
満
の
人
は
、
国
籍
や
職

20

60

業
に
関
わ
ら
ず
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

ま
た
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、
任
意
で
国
民
年
金
に
加

入
で
き
ま
す
。

○

歳
か
ら

歳
未
満
で
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

60

65

た
め
の
期
間
を
満
た
さ
な
い
人

（
納
付
期
間
免
除
期
間
、
学
生
納
付
特
例
、
若
年
者
猶

予
な
ど
を
合
計
し
て

年
以
上
）

25

○
満
額
４
８
０
月
で
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い

人
○
昭
和

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
老
齢
基

40

礎
年
金
受
給
の
期
間

年
を
満
た
さ
な
い
人
（

歳
に

25

70

な
る
ま
で
に
、
納
付
し
て
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
る

場
合
）

○
海
外
に
居
住
し
て
い
る

歳
以
上

歳
未
満
の
日
本
人

20

65

国
内
に
親
族
な
ど
が
住
ん
で
い
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の

人
を
通
じ
て
、
最
後
に
居
住
し
て
い
た
市
町
村
の
国
民
年

金
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

海
外
に
転
出
手
続
き
を
さ
れ
る
際
に
、
海
外
任
意
加
入

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
窓
口
で
必
ず
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

通
常
海
外
転
出
中
は
、
国
民
年
金
は
資
格
喪
失
と
な
り
ま

す
の
で
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

日
本
国
内
に
協
力
者
が
い
な
い
場
合
は
、
次
の
窓
口
で

ご
本
人
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
海
外
転
出
を
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
住
所
地
の
市

役
所
な
ど
の
国
民
年
金
担
当
部
署

○
す
で
に
海
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
日
本
で
最
後

の
住
所
地
と
な
る
社
会
保
険
事
務
所

○
日
本
人
で
あ
る
が
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
た
こ
と

が
な
い
場
合
は
、
「
千
代
田
社
会
保
険
事
務
所
」

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

群
馬
社
会
保
険
事
務
局
桐
生
事
務
所

国
民
年
金
課
緯

２
３
１
２

(44)

国
民
年
金
へ
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

桐生市で行っている「生き生き市役所出前講座」（全

85講座）を、みどり市民も利用できるようになりまし

た。ぜひご利用ください。

◆申込対象者 みどり市・桐生市に在住・在勤・在学の

人たちで作るおおむね10人以上の団体・グループ

◆費用 無料（材料費や教材費がかかる場合があります）

◆講座の実施日 年末年始（12月29日～１月３日）を除

く毎日

◆時間 午前９時から午後９時までの間の３時間以内

◆会場 みどり市・桐生市内（会場の手配や準備など

は、申込者側でお願いします）

◆申込方法 希望日の20日前までに、「出前講座申込書

（注文票）」に必要事項を記入し、直接またはファク

スで提出してください。

◆出前講座申込書・メニュー表の配布場所

煙教育委員会社会教育課（大間々庁舎）煙笠懸公民館

煙東公民館煙笠懸図書館煙大間々図書館

※桐生市ホームページからダウンロードもできます。

◆申し込み・問い合わせ先

煙みどり市教育委員会社会教育課（大間々庁舎）

緯(76)9846 胃(76)1954

煙桐生市教育委員会生涯学習課

緯(46)1111（内線270）胃(46)1109

《みどり市どこでも出前講座》
実施日と時間が利用しやすくなりました

講座の実施日と時間が、年末年始を除く毎日の午前

９時から午後９時までの間の３時間となりました。

２月から桐生市の出前講座が利用できます
～ 桐生市との連携・交流事業開始 ～
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人の動き（前月比）

総 数

世帯数

男

女

53,142人

26,209人

26,933人

18,775戸

［12月末日現在］

(-8)

(-9)

(+1)

(+1)

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
関
係

の
臨
時
職
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

心
身
と
も
に
健
康
で
、
子
ど
も
の

教
育
に
理
解
の
あ
る
人
か
ら
の
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１
．学
力
向
上
支
援
対
策
員

少
人
数
指
導
も
し
く
は
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
指
導
を
行
い

ま
す
。

▼
勤
務
日

原
則
、
授
業
日
の
月
～

金
曜
日
の
う
ち
４
日
間
（
学
校
の

計
画
に
よ
る
年
間
１
４
０
日
）

▼
勤
務
時
間

原
則
午
前
８
時

分
30

～
午
後
５
時

分
15

▼
勤
務
地

市
内
小
・
中
学
校

▼
資
格

歳
く
ら
い
ま
で
。
小
・

65

中
教
員
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
。

▼
賃
金

１
日
１
万
円

２
．特
別
支
援
教
育
支
援
員

各
学
校
の
計
画
に
よ
り
通
常
学
級

の
児
童
の
学
習
を
支
援
し
ま
す
。

▼
勤
務
日

月
～
金
曜
日
（
授
業
日
）

▼
勤
務
時
間

原
則
午
前
８
時

分
30

～
午
後
３
時

分
（
週

時
間
）

15

29

▼
勤
務
地

市
内
小
学
校

▼
資
格

歳
く
ら
い
ま
で
。
子
ど

65

も
の
教
育
に
理
解
の
あ
る
人
。

▼
賃
金

時
給
７
９
０
円

３
．特
別
支
援
学
級
介
助
員

特
別
支
援
学
級
の
児
童
・
生
徒
の

学
習
と
活
動
の
介
助
を
行
い
ま
す
。

▼
勤
務
日

月
～
金
曜
日
（
授
業
日
）

▼
勤
務
時
間

原
則
午
前
８
時

分
30

～
午
後
３
時

分
（
週

時
間
）

15

29

▼
勤
務
地

市
内
小
・
中
学
校

▼
資
格

歳
く
ら
い
ま
で
。
子
ど

65

も
の
教
育
に
理
解
の
あ
る
人
。

▼
賃
金

時
給
７
９
０
円

【
１
～
３
共
通
】

▼
募
集
人
数

い
ず
れ
も
若
干
名

▼
受
付
期
間

２
月
９
日
俄
～

日
峨

24

▼
提
出
書
類

臨
時
職
員
雇
用
登
録
申
込
書

▼
申
込
書
配
付
場
所

学
校
教
育
課

（
大
間
々
庁
舎
２
階
）
、
教
育
委

員
会
東
分
室
、
笠
懸
庁
舎
総
務
課

※
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
登
録
・
採
用

登
録
者
の
中
か
ら

業
務
の
必
要
に
応
じ
て
、
選
考

（
面
接
）
の
上
、
採
用
し
ま
す
。

▼
任
用
に
つ
い
て

任
用
期
間
は
身

分
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
当
該

年
度
の
１
年
間
で
す
（
更
新
さ
れ

る
場
合
あ
り
）
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
（
大
間
々
庁
舎
）

緯

９
８
４
５

(76)

平
成

年
度

学
校
関
係
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

21

～
自
分
だ
け
の
畑
で

野
菜
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～

現
在
、
大
間
々
の
浅
原
体
験
村
に

は
、
若
干
空
き
区
画
が
あ
り
ま
す
。

新
緑
の
中
で
大
地
の
恵
み
で
あ
る
野

菜
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
使
用
料

１
区
画
（

㎡
）

40

年
額
８
千
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

禍
浅
原
体
験
村

（
水
曜
定
休
）

緯

０
１
２
２

(72)

▼
期
日
・
内
容

《
第
１
回
》
２
月

日
画

20

「
健
康
を
保
つ
た
め
に
」

…
食
生
活
と
軽
い
体
操

《
第
２
回
》
２
月

日
画

27

「
消
費
者
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
」

▼
時
間

午
前

時

分
～

10

30

（
約
１
時
間
程
度
）

▼
会
場

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
公
民
館

（
大
間
々
庁
舎
社
会
教
育
課
）

緯

９
８
４
６

(76)

「
高
齢
者
教
室
」
を
開
催
し
ま
す

《
大
間
々
公
民
館
》

貸
し
農
園
の
オ
ー
ナ
ー
募
集
中

《
浅
原
体
験
村
》
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灯
油
購
入
助
成
事
業

●●生活環境課からのお知らせ ●●
―廃食用油回収・家電リサイクル対象拡大・ペットボトルのキャップ―

次の方々から寄附がありました。ありがとうございました。

煙陽だまり保護者会…1,000円 煙下山晴造さん…25,718円

煙ＮＰＯ法人はたおと…3,000円 煙立正佼成会桐生教会…40,567円

煙笠懸グラウンドゴルフ協会…23,927円 煙関口安治さん…10,000円

煙岩野雅一さん…図書16冊 煙渋谷弘子さん…図書２冊

煙東京電力㈱…上毛かるた25セット

あたたかい心 生
活
保
護
世
帯
や
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
う
ち
要
件
に
該
当
す
る
世

帯
を
対
象
に
、
５
，
０
０
０
円
分
の

灯
油
券
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
世
帯
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
広
報

月
号
を
ご
覧
に
な
る

11

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

申
込
受
付
は
２
／

ま
で

27

★廃食用油の回収にご協力ください

廃食用油を精製したバイオディーゼル燃料（ＢＤ

Ｆ）は、燃焼時における硫黄酸化物の排出がほとん

どない環境に大変優しい燃料です。

現在、各庁舎と笠懸公民館に回収ボックスを置い

て廃食用油の回収を行っています。引き続き市民の

皆さんのご協力をお願いします。

【市の公用車にＢＤＦを給油しました】

市のディーゼルエンジンの

公用車に軽油の代用として、

ＢＤＦを給油しました。

市では、今後もこの活動を

展開していく予定です。

★４月から薄型テレビや衣類乾燥機も

家電リサイクルの対象になります

★４月からペットボトルのキャップの

ごみ出し方法が変わります

ペットボトルのキャップは、現在は可燃ゴミの扱

いですが、４月からペットボトルと同じ資源物とし

て扱われ処理されることになります。

◎ごみ出しの方法 キャップだけを小袋に入れて、

ペットボトルと同じ袋の中へ入れてください。ラ

ベルは従来どおり可燃ゴミでお出しください。

▼問い合わせ先

生活環境課（笠懸庁舎）緯(76)0985

閣閣閣

市
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
は
、
市
税
滞
納

処
分
の
一
環
と
し
て
差
押
さ
え
た
滞

納
者
の
財
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て

公
売
し
、
そ
の
公
売
代
金
を
滞
納
市

税
に
あ
て
る
も
の
で
す
。

公
売
物
件
や
参
加
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
参
加
申
込
開
始
の
２
月

日
13

画

午
後
１
時
以
降
に
市
の
ホ
ー
ム

Y
a
h
o
o
!
J
A
P
A
N

ペ
ー
ジ
ま
た
は
「

」

の
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト

h
t
t
p
:
/
/
k
o
u
b
a
i
.
a
u
c
t
i
o
n
s

（

.

y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
参
加
申
込
期
間

２
月

日
画
午

13

後
１
時
～

日
牙
午
後
５
時

26

▼
入
札
期
間

３
月
３
日
峨
午
後
１

時
～

日
峨
午
後
１
時

10

▼
公
売
場
所

Y
a
h
o
o
!
J
A
P
A
N

の

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

▼
問
い
合
わ
せ
先

収
納
対
策
課

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
５
６

(76)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
ま
す

笠
懸
地
域
文
化
祭
を
ス
タ
ー
ト
か

ら
造
り
上
げ
て
い
く
企
画
広
報
部
員

を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
発
想
で

楽
し
い
文
化
祭
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
具
体
的
な
仕
事
内
容

文
化
祭
全

体
の
広
報
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
や
体

験
コ
ー
ナ
ー
の
企
画
運
営
な
ど
。

※
第
１
回
の
会
議
を
３
月
中
旬
に
開

催
す
る
予
定
で
す
。

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

３
月

日
画

13

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

笠
懸
公
民
館

緯

２
２
１
１

(76)

胃

２
８
３
６

(76)

企
画
広
報
部
員
を
募
集
し
ま
す

平
成

年
度

笠
懸
地
域
文
化
祭

21

笠
懸
文
化
祭
と
は
？

笠
懸
地
域
で
文
化
活
動
を
し
て

い
る
人
た
ち
が
、
笠
懸
公
民
館
と

笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、

日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

●
今
年
の
開
催
予
定

月

日
臥
・

日
蚊

10

24

25
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３月１日(日)～７日(土)

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施ささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま「春季全国火災予防運動」が実施されますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

入
場
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

恭
展
示
部
門

書
道
、
短
歌
・
俳

句
、
華
道
、
日
本
画
、
洋
画
、
写

真
、
手
工
芸
の
作
品
展
示
。

茶
席
（
午
後
３
時
ま
で
）
。

▼
期
日

２
月

日
画
～

日
蚊

13

15

▼
時
間

午
前

時
～
午
後
５
時

10

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
会
場

笠
懸
公
民
館

恭
舞
台
部
門

楽
器
演
奏
、
コ
ー
ラ

ス
、
舞
踊
な
ど
の
発
表
。
各
市
の

名
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
。

▼
期
日

２
月

日
蚊

15

▼
時
間

午
前

時

分
開
演

11

30

▼
会
場

笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

９
８
４
６

(76)

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

桐
生
・
み
ど
り
地
域

◆４つの対策

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置

する。

○寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため

に、防炎品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、住宅用火災警報

器を設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近

所の協力体制をつくる。

▼問い合わせ先 総務課防災交通係（笠懸庁舎）

緯(76)0961

◎防火標語

「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」

火災の恐ろしさを再認識し、火の元には十分注

意してください。

▼運動期間中の啓発活動

○火災予防広報のためサイレンを鳴らします。火災

と間違えないようお願いします。

吹鳴時間 午前７時・午後７時（東町は３月１日

蚊 午前７時）

○桐生市消防本部では、不特定多数の人が出入りす

る事業所や駅舎の査察のほか、火災予防の広報を

実施します。

○みどり市消防団では、笠懸消防団は放水訓練。大

間々消防団・東消防団は、防火広報および担当区

域内の一般家庭の防火訪問を実施します。

○火の用心のポイントとして、特に次のことに気を

つけて、大切な生命、財産を火災から守りましょ

う。

【住宅防火 いのちを守る ７つのポイント】

◆３つの習慣

○寝たばこは、絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使

用する。

○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を

消す。

消防団員は、地域の

ボランティアの人たち

で構成され、市民の安

全と安心を守る役割を

担っています。

活動内容は、火災発生時の消火活動や大規模

災害時の人命救助、避難誘導などを行い、火災

予防の呼びかけなども行っています。

現在、市の消防団では新入団員を募集してい

ます。心身ともに健康で、地域への貢献を希望

している人の入団をお待ちしています。

消防団員 募集中！

訓練中の消防団員

特
別
支
援
教
育
諸
学
校
（
盲
学

校
・
ろ
う
学
校
・
養
護
学
校
）
に
在

籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
を

対
象
に
、
就
学
に
必
要
な
費
用
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

▼
支
給
金
額

月
額
２
，
０
０
０
円

×

本
年
度
在
籍
月
数

▼
申
請
方
法

煙
所
定
の
申
請
様
式
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
在
籍
学
校
長
の
在
籍
証

明
を
受
け
て
提
出
く
だ
さ
い
。

煙
初
め
て
の
人
は
、
申
請
者
の
振
込

先
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

煙
提
出
は
、
直
接
窓
口
か
郵
送
で
お

願
い
し
ま
す
。

▼
様
式
配
付
開
始

２
月
５
日
牙

※
申
請
書
の
様
式
は
、
み
ど
り
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
請
締
切

３
月

日
我

厳
守

18

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

▼
書
類
配
付
・
申
請
・
問
い
合
わ
せ

先

学
校
教
育
課
学
事
係
（
大

間
々
庁
舎
）
緯

９
８
４
５

(76)

衣
３
７
６
倆
０
１
９
２

み
ど
り

市
大
間
々
町
大
間
々
１
５
１
１

児
童
生
徒
の
就
学
援
助
費
を
交
付

特
別
支
援
教
育
諸
学
校
に
通
う
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棟・階（戸数）間取り家賃(一般世帯）団地名

４階(1)３ＫＡ棟10,200円～16,800円塩原下ノ台団地

大

間

々

４階(1)３ＤＫ12,000円～19,900円塩原上ノ台団地

Ａ棟３階(1)
３ＤＫ

Ａ棟12,100円～20，100円
神梅第２団地

Ｂ棟４階(1)Ｂ棟12,100円～20,100円

Ｅ棟４階(1)３ＤＫ12,500円～20,700円神梅第３団地

１階(1)※１３ＬＤＫ41,000円高街灯団地

東 (1)３Ｋ7,100円～11,700円中居団地

(1)３Ｋ9,100円～15,100円大平団地

市営住宅入居者の募集 ●申し込み・問い合わせ先 建設課住宅係（大間々庁舎）緯(76)1904

申込締切 原則毎週金曜日

（申込多数の場合抽選）

入居日 原則随時相談

※１ 高街灯団地は、特定優良賃貸住宅の基準

により認定月額が200,000円以上の世帯

が対象となります。認定月額については

ホームページまたはお問い合わせくださ

い。

市
で
は
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
者
な

ど
の
う
ち
、
人
工
透
析
な
ど
を
受
け

て
い
る
人
に
通
院
交
通
費
の
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

次
の
茨
～
員
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
確
認
の

上
、
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

茨
市
内
に
居
住
す
る
人

芋
じ
ん
臓
機
能
障
害
ま
た
は
小
腸
機

能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
人

鰯
人
工
透
析
、
中
心
静
脈
栄
養
法
、

経
腸
栄
養
法
の
い
ず
れ
か
の
医
療

の
給
付
を
受
け
て
い
る
人
（
入
院

期
間
は
除
く
）

允
当
該
年
度
分
の
市
町
村
民
税
非
課

税
の
人
（
所
得
が
未
申
告
の
場
合

は
、
所
得
税
が
確
認
で
き
な
い
た

め
交
付
決
定
で
き
ま
せ
ん
）

印
生
活
保
護
法
な
ど
ほ
か
の
法
令
に

よ
り
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け

て
い
な
い
人

咽
医
療
機
関
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
・
介

護
保
険
制
度
の
送
迎
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
人

員
み
ど
り
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
給

付
を
受
け
て
い
な
い
人

▼
補
助
額

次
の
①
か
②
、
い
ず
れ

か
少
な
い
方
の
額

①
自
家
用
自
動
車
に
よ
る
場
合
は
１

娃
あ
た
り

円
で
計
算
。
鉄
道
・

32

定
期
路
線
バ
ス
な
ど
に
よ
る
場
合

は
運
賃
の
額
。

②
通
院
距
離
に
応
じ
た
支
給
額

▼
申
請
お
よ
び
補
助
金
の
支
給
回
数

年
１
回

▼
受
付
期
間

３
月
２
日
俄
～
６
日
画

▼
受
付
場
所

・
社
会
福
祉
課
（
笠
懸
庁
舎
）

・
大
間
々
民
生
課
（
大
間
々
庁
舎
）

・
東
民
生
課
（
東
庁
舎
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

じ
ん
臓
機
能
障
害
者
に
通
院
交
通
費
の
補
助
金
を
支
給

通
院
距
離（
往
復
）

２
娃
以
上
～

娃
未
満

25

娃
以
上
～

娃
未
満

25

75

娃
以
上

75

月
額

３
千
円

５
千
円

７
千
円

初
め
て
の
人
を
対
象
に
大
菊
三
本

立
の
講
習
会
（
全
９
回
）
を
開
催
し

ま
す
。

▼
第
１
回
目
の
開
催
日
時

３
月

日
臥

午
前

時
～

14

10

▼
場
所

な
が
め
公
園
（
大
間
々
町

大
間
々
１
６
３
５
）

▼
定
員

人
（
先
着
順
）

15

▼
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
苗
代

な
ど
実
費
負
担
あ
り
）

▼
講
師

大
間
々
菊
華
会
員

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

観
光
政
策
課
（
大
間
々
庁
舎
）

緯

１
２
７
０

(76)

初
心
者
菊
作
り
講
習
会

冬
季
休
館
し
て
い

た
童
謡
ふ
る
さ
と
館

が
、
３
月
１
日
蚊
か

ら
再
開
し
ま
す
。

童
謡
「
う
さ
ぎ
と

か
め
」
な
ど
の
作
詞
者

石
原
和
三

郎
に
関
す
る
資
料
の
ほ
か
、
民
放
番

組
の
「
木
の
お
も
ち
ゃ
職
人
選
手

権
」
で
優
勝
し
た
高
橋
み
の
る
さ
ん

の
楽
し
く
愛
ら
し
い
か
ら
く
り
お
も

ち
ゃ
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
な
ど
も
展

示
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
入
館
料

４
歳
～
小
学
生
…
１
０
０
円

中
学
生
以
上
…
２
０
０
円

（
団
体

人
以
上
…

円
引
き
）

20

40

▼
問
い
合
わ
せ
先

童
謡
ふ
る
さ
と

館

緯

３
０
０
８

(97)

※
休
館
中
の
問
い
合
わ
せ
先

東
公
民
館

緯

２
７
２
１

(97)

童
謡
ふ
る
さ
と
館
が
３
月
か
ら
再
開

大菊三本大菊三本立立
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★
読
み
聞
か
せ

◎
あ
し
の
会

お
は
な
し
だ
い
す
き

２
月

日
牙

午
後
３
時
～

12

◎
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

絵
本
と
あ
そ
ぼ
う

毎
週
木
曜
日

午
前

時
～

11

★
そ
の
ほ
か
の
予
定

◎
図
書
館
名
画
座

２
月
８
日
蚊

午
後
２
時
～

◎
子
ど
も
映
画
劇
場

２
月

日
臥

午
後
２
時
～

21

◎
笠
老
連
映
画
会

３
月
６
日
画

午
後
１
時

分
～

30

★
企
画
コ
ー
ナ
ー

《
視
聴
覚
資
料
》
煙
宇
宙
と
空
煙
二

人
で
聴
き
た
い
音
楽
煙
文
明
の
道

シ
リ
ー
ズ

《
図
書
》
煙
花
粉
症
煙
バ
レ
ン
タ
イ

ン
煙
宇
宙
と
空
の
本
煙
冬
か
ら
春

に
出
会
え
る
自
然

★
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

◎
２
月

日
臥

子
ど
も
向
け

14

「
こ
ろ
わ
ん
Ⅲ
・
Ⅳ
」

◎
２
月

日
臥

一
般
向
け

28

「
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
」

▼
時
間

両
日
と
も
午
後
２
時
～

▼
場
所

２
階

視
聴
覚
室

★
私
も
１
日
図
書
館
員

利
用
し
や
す
い
図
書
館
に
す
る
た

め
に
は
？

図
書
館
の
仕
事
を
実
際

に
体
験
し
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

３
月

日
峨

17

午
前
８
時

分
～

時

分

30

11

30

▼
対
象

高
校
生
以
上

▼
定
員

若
干
名

▼
申
込
方
法

３
月
３
日
峨
～

日
10

峨
の
間
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

笠
懸
図
書
館
へ
。

★
お
も
し
ろ
サ
ー
カ
ス
教
室

―
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
に
挑
戦
―

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
ボ
ー
ル
作
り
と

実
演
を
学
び
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

３
月

日
臥

午
前

時
～

28

10

▼
会
場

２
階

集
会
室

▼
対
象

小
学
生
以
上

▼
定
員

人
（
先
着
順
）

20

▼
材
料
費

２
０
０
円
程
度

▼
受
講
方
法

３
月
５
日
牙
～

日
19

牙
の
間
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

笠
懸
図
書
館
へ

★
特
集
コ
ー
ナ
ー

煙
バ
レ
ン
タ
イ
ン
煙
入
園
入
学
煙

花
粉
症
＆
ア
レ
ル
ギ
ー
煙
猫
の
日

期
日

２
月

日
蚊

22

開
演

午
前
９
時
～

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

９
８
４
６

(76)

「
北
川
大
介
歌
謡
シ
ョ
ー
」

期
日

３
月

日
蚊

15

開
演

午
後
５
時
～

入
場
料

２
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
商
工
朝

市
会

緯

６
６
１
１

(73)

期
日

３
月

日
臥

21

開
演

午
後
６
時

分
～

30

木
戸
銭

全
席
自
由
３
，
０
０
０

円
出
演

桂
文
珍
、
春
風
亭
昇
太
、

三
遊
亭
竜
楽

問
い
合
わ
せ
先

末
木
新
聞
舗

緯

１
４
１
７

(72)

※
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の

問
い
合
わ
せ
は
、
な
が
め
余
興

場

緯

１
９
６
８
で
も
受
け

(72)

付
け
て
い
ま
す
。

★
読
み
聞
か
せ

◎
わ
ら
べ
の
会

毎
週
土
曜
日

午
前

時
～

11

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
を
使
っ

た
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
。

笠笠
懸
図
書

笠
懸
図
書
館館

大大
間間
々
図
書

々
図
書
館館

◎
毎
週
月
曜
日
、
２
月

日
11

（
水
・
祝
）
・

日
画

27

東
公
東
公
民民
館
図
書

館
図
書
室室

◎
毎
週
月
曜
日

休休

館館

日日

赤
ち
ゃ
ん
の
４
カ
月
検
診
の
際

に
配
付
さ
れ
た
引
換
券
を
図
書
館

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

引
き
換
え
は
生
後

カ
月
ま

10

で
で
す
の
で
お
早
目
に
。

▼
日
時

《
笠
懸
図
書
館
》

２
月

日
峨
・
３
月
７
日
臥

24

《
大
間
々
図
書
館
》
３
月

日
牙

12

▼
時
間

午
前

時
～

10

▼
持
ち
物

絵
本
引
換
券
、

母
子
健
康
手
帳

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
トト

大
間
々
図
書
館

な
が
め
余
興
場

イ
ベ
ン
ト
情
報

■
み
ど
り
市
生
涯
学
習
大
会

■
大
間
々
商
工
朝
市
会

周
年
記
念
講
演

20

■
朝
日「
さ
わ
や
か
寄
席
」

笠
懸
図
書
館
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特別企画「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作ととととととととととととととととととととととととととととと考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学「岩沢正作と考古学」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

●問い合わせ先 大間々博物館 緯(73)4123
●ホームページ
http://www.city.midori.gunma.jp/conodont/

今年は戦前に数多く出版された地方誌の中で、今日でも高い評価を受けている『山田郡誌』が刊行されて70年に

なります。そこで今回のミニ企画では、『山田郡誌』の考古・自然部門などを執筆した岩沢正作にスポットをあ

て、正作が群馬県内で収集・研究した土器や石器、ハニワなどを紹介します。

博物館への夢

「カケラ先生」の名で慕われていた正作

は、収集した土器片などを自宅に並べ、子

どもたちに開放していました。また、戦前

の群馬県に博物館が一つもないことを嘆

き、大間々の地に博物館を設立することが

夢であると語っています。

群馬考古学の先駆者

昭和天皇に御進講したという逸話もあ

る岩沢正作は、大正の初めに博物学の教

師として大間々共立普通学校（今の大

間々高校）に赴任し、群馬の歴史のほ

か、生物や地質など幅広い分野で数え切

れないほど多くの業績を残しました。

中でも、縄文土器の研究や後に国指定

史跡となる西鹿田中島遺跡に早くから注目するなど、「群

馬考古学の先駆者」として知られています。

好評開催中（３月８日(日)まで）

市内発見の縄文土器

を展示しています。

恭展示解説会

２月14日臥・28日臥

午後２時～

恭第２講 『相沢忠洋の学問と業績』

講師 大里仁一氏（桐生市教育資料室長）

日時 ２月22日蚊 午後１時30分～

恭第３講 『尾崎喜左雄の学問と業績』

講師 松島榮治氏（県文化財保護審議会委員長）

日時 ３月１日蚊 午後１時30分～

恭史跡見学会

『みどり市ゆかりの考古学者の業績を訪ねて』

日時 ３月８日蚊 午前８時30分～

◎受講希望者は広報12月号をご覧になるか、お問い

合わせください。

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物大間々博物館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館 （（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ココココココココココココココココココココココココココココココココココノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館（コノドント館）））））））））））））））））））））））））））））））））））

〈開催期間〉２月21日(土)～３月８日(日)

恭日時 ３月29日蚊

午前10時～午後２時

【小雨決行】

恭会場 岩宿人広場

恭主な催し物 石器作り、ま

が玉作り、弓矢、ヤリ投

げ、古代米のもちつき、土

器･土鈴・土笛の焼き上

げ、古代の売店など

岩宿博物館友の会に参加しませんか

「岩宿博物館友の会」は、岩宿時代を学び、考え

ていく中で会員相互の知識と親睦を深めていくこと

と、博物館の活動への支援を目的としています。

博物館をもっと知りたい人、岩宿時代に興味のあ

る人、どうぞ友の会に参加しませんか。会員だけの

特典もあります。

恭申込方法 岩宿博物館友の会事務局（岩宿博物館

℡(76)１７０１）までお問い合わせください。

郷土史講座 『みどり市ゆかりの考古学者』

「岩宿博物館友の会」は、岩宿時代を学び、考

える中で、会員同士の知識と親睦を深め、博物館

の活動の支援していくボランティア団体です。

博物館をもっと知りたい人、岩宿時代に興味の

ある人、友の会に参加しませんか。会員だけの特

典もあります。

恭申込方法 岩宿博物館友の会事務局【岩宿博物

館 緯(76)1701】までお問い合わせください。

岩宿博物館友の会に参加しませんか

人物ハニワ

緯(76)1701 思(76)1703
E-mail iwajukuhaku@city.midori.gunma.jp
URL http://www.city.midori.gunma.jp/iwajuku/

第47回企画展 『みどり市の縄文土器』 岩宿ムラ祭り
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問い合わせ先 緯(95)6333

特別展「ザ・ベスト」開催中

会期２月22日(日)まで

今回の特別展「ザ・ベ

スト」では、「いつでも

展示しておいてほしい」

という要望の多い作品

や、要望が多くても常設

展示では展示する機会の

少ない作品を展示してい

ます。特別展「ザ・ベス

ト」をゆっくりご覧くだ

さい。

常設展 春の展示

会期 ２月24日(火)～５月31日(日)

常設展の主な展示作品

「ペンペン草」「れんぎょう」「花菖蒲」

特別展「空に」

会期 ２月24日(火)～５月31日(日)

本展では、富弘作品の中で「空」をテーマとして制

作された作品を展示します。詩画作品を中心に、エッセ

イも合わせてご覧いただけます。

休館日 月曜日（３月まで）※祝日の場合は翌日

日時 ３月22日(日)

午後６時開演

全国各地で大好評の、

小椋佳さんによるソング

(歌)＆トーク(談)ショー

をお楽しみください。

●料金 全席指定

前売/当日4,500円

※未就学児は入場でき

ません。

ᚸႆ٥ɶڤ

小椋佳 歌談の会

◎休館日 2/9・16・23、3/2・9の月曜日

第24回子どものためのコンサート

日時 ３月15日(日)

午後２時開演

親子で気軽に楽しめるコンサートです。小さなお子さ

ま連れの方も大歓迎！ 心躍る打楽器のリズムと美しい

メロディーをお楽しみください。

●料金 全席自由 500円（３歳未満ひざ上無料）

打楽器集団 男群コンサート

ᚸႆ٥ɶڤ

桐生・みどり地域文化フェスティバル

桐生市生涯学習課緯(46)1111

２/15(日)

午前11時30分

２月12日(木)のＮＨＫ「ＢＳ日本の歌」公開録画観覧申込

に多数のご応募をいただきありがとうございました。

放送予定 ＢＳ２ 3/15(日) 午後７時30分～

（再放送）3/20(金・祝) 午後９時～

ＢＳhi 3/14(土) 午後２時～

※放送時間は変更の場合があります。

2009年（平成21年） 2月号 （16）
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お
父
さ
ん

東
中
学
校
１
年松

島

樹
生
さ
ん

あ
る
日
父
が
僕
達
に
、

「
将
来
何
に
な
り
た
い
。
」

と
、
聞
き
ま
し
た
。
僕
は
、

「
コ
ン
ビ
ニ
の
店
員
、
ベ
イ
シ
ア
の

レ
ジ
打
ち
、
あ
、
さ
く
岩
機
で
い
い

や
。
」

と
、
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た

父
は
、
苦
笑
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の

日
の
夜
か
ら
父
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
何

か
を
打
ち
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
一
ヶ
月
ほ
ど
た
ち
、

に
こ
に
こ
し
な
が
ら
手
に
し
て
い
た

物
は
、
「
木
・
山
・
家
」
わ
が
思
い

と
い
う
、
小
冊
子
で
し
た
。
一
ヶ
月

ほ
ど
前
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
こ
ん

で
い
た
物
で
し
た
。
僕
は
こ
の
本
を

読
み
始
め
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
の
父

は
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
す

ぐ
、
真
夏
で
も
、
長
袖
を
着
て
、
友

達
と
遊
ぶ
事
も
な
く
、
山
仕
事
を
手

伝
っ
た
り
、
製
材
所
へ
行
っ
た
り
し

た
そ
う
で
す
。
朝
は
、
牛
に
餌
を
や

り
、
乳
し
ぼ
り
を
し
て
学
校
に
行
っ

た
そ
う
で
す
。
今
の
僕
と
は
、
全
く

別
世
界
の
生
活
を
し
て

い
ま
し
た
。
僕
は
、
涙

が
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。

今
は
、
背
も
高
く
、

五
十
歳
に
な
っ
て
も
、

筋
肉
が
つ
い
て
い
る
父

で

す

が
、
中

学

ま

で

は
、
今
の
僕
の
よ
う
に

小
さ
く
や
せ
て
い
て
、

友
達
か
ら
い
じ
め
ら
れ

て
い
た
事
も
あ
っ
た
そ

う

で

す
。
父

が

好

き

だ

っ

た

の

は
、
読

書

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
何
冊
も
の
本
を

読
ん
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
父
も
高
校
生
か
ら
背
が
伸

び
、
山
仕
事
の
手
伝
い
を
し
て
い
た

せ
い
か
、
同
じ
年
の
人
と
比
べ
る
と

体
力
も
あ
り
、
走
る
の
が
速
く
な
り

ま
し
た
。
昨
年
の
小
学
校
の
運
動
会

で
は
、
中
学
生
を
抜
か
し
て
し
ま
う

ほ
ど
で
し
た
。
勢
多
郡
の
代
表
に
え

ら
ば
れ
、
何
度
も
選
手
と
し
て
走
っ

た
事
も
あ
り
ま
す
。

父
は
、
家
の
手
伝
い
を
、
小
さ
い

頃
か
ら
し
な
が
ら
、
木
の
大
切
さ
、

自
然
の
大
切
さ
を
知
り
、
沢
山
勉
強

を
し
て
、
僕
が
赤
ん
坊
の
頃
、
建
築

二
級
の
資
格
を
取
り
、
木
に
こ
だ

わ
っ
た
大
工
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

父
の
建
て
た
家
を
、
見
た
事
が
あ
り

ま
す
。
素
足
で
、
床
を
踏
む
と
温
か

い
で
す
。
僕
は
将
来
大
工
に
な
る
夢

は
、
今
の
所
な
い
け
れ
ど
、
父
の
書

い
た
本
を
読
ん
で
、
ほ
ん
の
少
し
で

も
、
父
の
仕
事
の
役
に
立
つ
仕
事
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
へ
、
小
さ
い
頃
友
達
と

も
遊
べ
ず
家
の
手
伝
い
を
し
て
、
大

変
だ
っ
た
ね
。
時
々
、
便
利
な
所

で
、
暮
ら
し
た
い
と
思
う
事
も
あ
る

け
ど
、
お
父
さ
ん
が
守
っ
て
く
れ
た

大
自
然
で
暮
ら
せ
る
事
に
感
謝
し
ま

す
。
ひ
ま
な
時
は
、
冗
談
を
言
っ
た

り
、
庭
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し

よ
う
ね
。
ま
た
、
か
っ
こ
い
い
ピ
ッ

チ
ャ
ー
の
姿
も
見
せ
て
ね
。
お
父
さ

ん
あ
り
が
と
う
。

あ
り
が
と
う

大
間
々
中
学
校
２
年

酒
井

大
輝
さ
ん

僕
に
は
、
お
父
さ
ん
が
い
ま
せ

ん
。
三
歳
く
ら
い
か
ら
お
母
さ
ん
が

一
人
で
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
は
、
居
酒
屋
を
や
っ
て
い
て
夜

の
六
時
く
ら
い
か
ら
十
二
時
く
ら
い

ま
で
や
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ

は
お
母
さ
ん
が
い
な
い
時
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
い
ま
し
た
が
、
中
学
生
に

な
っ
て
か
ら
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
仕

事
の
手
伝
い
に
い
っ
て
し
ま
う
の
で

僕
は
い
つ
も
家
で
一
人
で
す
。
で
も

お
母
さ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
こ
れ

を
食
べ
た
い
と
い
う
と
、
作
っ
て
く

れ
た
り
、
食
べ
に
い
か
せ
て
く
れ
た

り
し
ま
す
。
す
ご
く
う
れ
し
い
で

す
。
僕

は

中

学

生

に

な
っ
て
や
っ
と
お
母
さ

ん
の
大
切
さ
が
わ
か
り

ま
し
た
。
さ
っ
き
書
い

た
よ
う
に
、
僕
に
は
お

父
さ
ん
が
い
ま
せ
ん
。

そ
の
分
お
母
さ
ん
が
お

父
さ
ん
の
分
ま
で
働
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
そ
し
て
僕
が
夜
お

そ
く
ま
で
起
き
て
い
て

お
母
さ
ん
が
帰
っ
て
く

る
と
す
ご
く
疲
れ
て
い

そ
う
で
大
変
だ
な
と
思

う
時
が
い
つ
も
あ
り
ま
す
。
で
も
こ

こ
ん
と
こ
ろ
僕
は
反
抗
す
る
よ
う
に

な
り
正
直
な
こ
と
が
言
え
ま
せ
ん
。

で
も
心
の
中
で
は
い
つ
も
あ
り
が
と

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
お
母
さ

ん
が
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
疲
れ
て
い
な

い
か
な
ど
と
心
配
す
る
事
も
あ
り
ま

す
。
前
に
お
母
さ
ん
が
疲
れ
て
い
そ

う
だ
っ
た
の
で
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
と
聞

く
と
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
よ
と
い
っ
て
く

れ
た
の
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
で
も

や
っ
ぱ
り
疲
れ
て
い
そ
う
な
の
で
心

配
で
す
。
僕
は
お
母
さ
ん
に
正
直
な

気
持
ち
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
い
つ
も

お
母
さ
ん
が
疲
れ
て
い
そ
う
だ
し
僕

の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
る

の
だ
と
思
う
か
ら
あ
り
が
と
う
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
僕
が
大
き
く
な
っ

た
ら
育
て
て
く
れ
た
分
ま
で
お
母
さ

ん
に
ら
く
し
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

父
の
日
作
文

父父
の
日
作

父
の
日
作
文文
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恭
３
月
中
旬
ご
ろ
、
対
象
者
全
員

に
【
日
程
表
・
各
種
検
診
等
受

診
シ
ー
ル
】
を
郵
送
し
ま
す
。

自
分
の
体
の
健
康
を
管
理
す
る
た

め
に
検
診
（
健
診
）
を
受
け
る
こ
と

は
と
て
も
大
切
で
す
。
自
身
の
健
康

状
態
を
知
る
た
め
に
も
、
同
封
の
注

意
事
項
な
ど
を
ご
参
照
の
上
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

恭
大
腸
が
ん
検
診
を
忘
れ
ず
に

左
の
日
程
表
の
と
お
り
、
４
月
に

入
っ
た
ら
大
腸
が
ん
検
診
の
容
器
を

配
布
し
ま
す
。
忘
れ
ず
に
受
け
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

離
乳
食
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て

こ
れ
か
ら
の
食
事
の
基
礎
に
な
る
大

切
な
も
の
で
す
。
離
乳
食
に
悩
ん
で

い
る
お
母
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

か
ら
始
め
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日

２
月

日
俄

23

時
間

午
後
１
時

分
～
３
時

30

（
受
付

午
後
１
時
～
）

会
場

笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間

２
月
９
日
俄
～

日
画

20

（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
）

費
用

無
料

定
員

人
（
先
着
順
）

15

持
っ
て
く
る
物

母
子
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
用
タ
オ

ル
、
そ
の
ほ
か
赤
ち
ゃ
ん
に
必
要

な
物
（
オ
ム
ツ
、
ミ
ル
ク
な
ど
）

※
赤
ち
ゃ
ん
は
保
育
士
、
母
子
保
健

推
進
員
が
み
ま
す
が
、
念
の
た

め
、
お
ぶ
い
ひ
も
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
先

笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ー

４
月
か
ら
各
種
検
診

（
健
診
）が
始
ま
り
ま
す

会場受付時間対象区容器配付日地区

大間々保健センター

午後１時～３時30分１～６区４月２日(木)

大間々地区 午前９時～11時30分７～12区４月３日(金)

午前９時～11時30分13～17区４月９日(木)

笠懸保健センター

午前９時～11時30分１～３区
４月３日(金)

笠懸地区
午後１時～３時30分４～６区

午前９時～11時30分７・８区
４月６日(月)

午後１時～３時30分９・10区

神戸生活改善センター午前９時30分～11時30分４区
４月１日(水)

東地区
沢入会館午後１時～２時30分５区

東保健センター
午前９時30分～11時30分１・２区

４月２日(木)
午後１時～３時30分３区

【大腸がん検診容器配付日】

離
乳
食
指
導
～
実
習
編

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ
（
２
・
３
月
の
日
程
）東保健

センター
大間々保健
センター

笠懸保健
センター

健康相談

（成人）

２/16俄３/４我３/11我期 日

午前９時30分～11時受 付

保健師相談、栄養士相談、歯科衛生士相談内 容

ぴよぴよ広場わんぱく広場乳幼児相談

大間々保健
センター

東保健
センター

笠懸保健
センター

会 場

２/25我
３/11我・25我

３/２俄
２/18我
３/18我

期 日

午前９時30分～11時受 付

１歳半くらい
までの乳幼児

１歳半～３歳
くらいまでの幼児

対 象

身体計測、育児相談、
栄養相談、歯科相談、
母乳相談(要予約)
※言葉の相談は２/25・
３/25のみ（要予約）

人型お絵かき
（先着15人）

身体計測、
育児相談、
栄養相談、
歯科相談、
遊びの広場、
母乳相談
(要予約)

内 容

育児相談のほか、赤ちゃんを遊ばせながら、お母さん同士の交流

もできます。

大腸がんは・・・

すべてのがんの中でも最も増えてきているがんの１つであり、初期の自覚

症状が少なく、なかなか見つけにくいという特徴があります。早期発見には

定期検診がとても大切です。

毎年忘れずに大腸がん検診を受けましょう！ 大腸がん検診容器



(19) 広報みどり 呉35

恭
母
親
学
級

煙
１
日
目

３
月
２
日
俄

午
後
１
時

分
～
３
時

分

30

30

妊
娠
中
の
健
康
管
理
・
出
産
準

備
、
母
乳
育
児
の
す
す
め

煙
２
日
目

３
月
６
日
画

午
前

時
～
午
後
２
時

分

10

30

妊
娠
中
の
栄
養
・
調
理
実
習
、

歯
の
健
康

恭
両
親
学
級

煙
３
日
目

３
月

日
臥

14

午
後
１
時

分
～
３
時

分

15

30

お
産
の
経
過
と
安
産
体
操
、

子
育
て
と
家
族
の
役
割

煙
４
日
目

３
月

日
牙

19

午
後
７
時
～
９
時

赤
ち
ゃ
ん
の
特
徴
と
お
風
呂

の
入
れ
方
、
妊
婦
擬
似
体
験

会
場

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

平
成

年
６
月
～
７
月
に
出

21

産
予
定
の
人

持
参
す
る
物

母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

※
３
月
６
日
は
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
昼
食
代
３
０
０
円
、
歯
ブ
ラ

シ
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

大
間
々
ま
た
は
笠
懸
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

種
類

Ｂ
Ｃ
Ｇ

期
日

３
月

日
我

11

受
付
時
間

午
後
１
時

分
～
２
時

15

会
場

笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
す
る
物

母
子
手
帳
、
予
診
票

※
当
日
の
朝
は
体
温
を
測
り
、
予
診

票
に
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
会
場
で
も
体
温
を
測
り
ま

す
。
『
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
』
を
よ
く
読
ん
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

煙
二
種
混
合

煙
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）

対
象
者
に
は
す
で
に
予
診
票
が
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。
接
種
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
、
体
調
の
良
い
時
に
で

き
る
だ
け
早
め
に
、
お
手
元
に
あ
る

予
診
票
と
母
子
手
帳
を
持
参
の
上
、

予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
で
お
受
け

く
だ
さ
い
。

接
種
期
限

３
月

日
峨

31

母
親
学
級
・
両
親
学
級

３
月
の
乳
幼
児
予
防
接
種

予
防
接
種
は
お
済
で
す
か
？

《ヘルスアップ教室》

最近、「からだが重たい」「何となく疲れやす

い」など、体の不調を感じていませんか？ダイエッ

トを健康的にしたいけれど、実際どんなふうにやっ

たらよいか分からないと悩んでいる・・・そんなあ

なたにお勧めです！

楽しいお話と家庭でできるエクササイズを交えな

がら、健康的にダイエットを行うための運動教室を

開催します。この機会に体験してみませんか？ お

気軽にご参加ください。

◆日時 ２月28日臥 午前10時～正午

（受付開始 午前９時30分）

◆会場 桐生大学グリーンアリーナ

◆対象 市内在住の人

◆募集人数 先着50人

◆申込期限 ２月20日画
◆参加費 無料

◆持参する物

運動のできる服装と上履き、タオル

◆講師 古田裕子先生

＊早稲田大学非常勤講師、健康運動指導士、ヘルス

ケアトレーナー、薬剤師。ＮＨＫ教育テレビ

「きょうの健康」をはじめとするテレビ番組に多

数出演するほか、サンフィレッチェ広島のヘルス

ケアアドバイザー、朝日新聞ホームページの原稿

執筆など、幅広い活動を行う。現在、大学・自治

体・企業・福祉施設など、全国各地で運動指導や

講演を実施。

◆申し込み・問い合わせ先 各保健センター

対象者種別

平成８年４月２日～
平成９年４月１日生まれ

小学６年生
二種混合
（破傷風・ジフテリア）

平成14年４月２日～
平成15年４月１日生まれ

２期（小学校就学
前の１年間）

麻しん・風しん混合
（ＭＲワクチン）

平成７年４月２日～
平成８年４月１日生まれ

３期（13歳）

平成２年４月２日～
平成３年４月１日生まれ

４期（18歳）

【平成20年度予防接種対象者】

※予防接種を受ける際は、母子手帳で接種記録の確認をしてください。

すっきり外 スリムに外 美しく外
～ 若さの秘訣は健康的ダイエット ～

ひ け つ

ＢＢＣＧ接種の様ＢＣＧ接種の様子子
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▼
職
種
・
募
集
人
数

看
護
師
・
若
干
人

▼
受
験
資
格

①
当
該
職
種
の
資
格
（
免
許
）
を
有

す
る
か
、
平
成

年
４
月
ま
で
に

21

取
得
見
込
み
の
人

②
昭
和

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

48

れ
た
人

▼
試
験
期
日

３
月
中
旬
（
面
接
試
験
）
予
定

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
（
配
布
中
）
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

２
月

日
俄
～

日

16

27

画

土
・
日
曜
日
除
く
午
前
９
時

～
午
後
５
時

▼
用
紙
配
布
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先

桐
生
厚
生
総
合
病
院

総
務
課
人
事
係

緯

７
１
６
３

(44)

恭
み
ど
り
市
民
体
育
館
完
成
記
念

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
主
催

み
ど
り
市
教
育
委
員
会
、

み
ど
り
市
体
育
協
会

▼
主
管

み
ど
り
市
卓
球
協
会

▼
日
時

３
月
８
日
蚊

午
前
９
時

受
付

午
前
９
時

分

開
会
式

30

▼
場
所

桐
生
大
学
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
（
み
ど
り
市
民
体
育
館
）

▼
参
加
資
格

市
内
に
在
住
・
在
勤

の
人

▼
種
目

煙
年
齢
別

男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス

（
申
込
状
況
に
よ
り
編
成
す
る
）

煙
親
善
混
合
ダ
ブ
ル
ス

（
当
日
組
み
合
わ
せ
を
す
る
）

▼
試
合
方
法

予
選
は
３
、
４
人
に

よ
る
リ
ー
グ
戦
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
上
位
（
１
・
２
位
）
下
位

（
３
・
４
位
）
を
行
う
。

▼
使
用
球

ニ
ッ
タ
ク

亜

黄
色
ボ
ー
ル

44

▼
参
加
費

１
，
０
０
０
円

（
大
会
当
日
、
受
付
で
納
入
）

▼
申
込
期
限

２
月

日
我

25

▼
そ
の
ほ
か

煙
昼
食
は
主
催
者
で
用
意
し
ま
す
。

煙
ス
ポ
ー
ツ
保
険
は
主
催
者
が
加
入

し
ま
す
。

煙
参
加
者
の
氏
名
な
ど
は
本
大
会
の

組
み
合
わ
せ
以
外
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。

▼
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

み
ど
り
市
卓
球
協
会
事
務
局

赤
石
三
郎

緯
・
胃

５
１
５
１

(76)

天
田
三
男

緯

２
８
８
７

(72)

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
意
見
や
要
望
を
募
る
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容

煙
年
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
全

員
）

煙
年
１
回
の
会
議
へ
の
出
席
（
一
部

の
人
・
別
途
、
謝
礼
金
を
支
給
）

▼
応
募
資
格

関
東
甲
地
域
在
住
の

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
電

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る

満

歳
以
上
の
人
（
総
務
省
や
電

20

気
通
信
事
業
関
連
企
業
に
勤
務
経

験
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
は
除
く
）

▼
任
期

６
月
１
日
か
ら

カ
月
間

10

▼
応
募
方
法

は
が
き
・
封
書
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
表
題

に
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
記
入
の

上
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番

号
・
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
性
別
・

年
齢
・
職
業
・
応
募
の
動
機
、
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
任
意
）
を
記

入
し
て
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
モ
ニ
タ
ー
関
係
の
目
的
以
外
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

▼
募
集
期
間

３
月
２
日
俄
～
４
月

３
日
画

消
印
有
効

▼
選
考
通
知

採
用
さ
れ
た
人
に

は
、
そ
の
旨
を
５
月
末
ま
で
に
委

嘱
状
の
送
付
と
合
わ
せ
て
通
知
し

ま
す
。
不
採
用
の
人
に
は
通
知
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先

【
郵
便
】
衣
１
０
２
倆
８
７
９
５

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
１
倆
２

倆
１

九
段
第
３
合
同
庁
舎

階
23

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
情
報
通

信
部
電
気
通
信
事
業
課

【
フ
ァ
ク
ス
】

０
３
（
６
２
３
８
）
１
６
９
８

【
Ｅ
メ
ー
ル
】m

o
n
i
t
o
r
-
k
a
n
t
o
@

r
b
t
.
s
o
u
m
u
.
g
o
.
j
p

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
関
東
総

合
通
信
局
情
報
通
信
部
電
気
通
信

事
業
課
モ
ニ
タ
ー
担
当

緯
０
３
（
６
２
３
８
）
１
６
７
６

桐
生
厚
生

総
合
病
院
職
員

第
２
回
市
民
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
大
会

電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
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上
毛
学
舎
入
寮
生

苛
群
馬
県
育
英
会
で
は
平
成

年
21

度
の
入
寮
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
所
在
地

東
京
都
世
田
谷
区
経
堂

４
倆
８
倆
13

緯
０
３
（
３
４
２
６
）
８
２
３
１

▼
内
容

煙
入
寮
時

本
館
２
人
部
屋

（
２
段
ベ
ッ
ド
あ
り
）
約

㎡
12

煙
２
年
生

新
館
１
人
部
屋

（
月
額
１
，
０
０
０
円
増
額
）

※
入
浴
は
徒
歩
１
分
の
銭
湯
お
よ
び

学
舎
内
シ
ャ
ワ
ー

▼
対
象

県
内
出
身
で
、
東
京
都
ま

た
は
そ
の
近
郊
の
大
学
・
短
大
の

１
年
次
入
学
予
定
の
男
子
（
１
家

庭
に
つ
き
１
人
）

▼
経
費

入
寮
金
５
万
円
、
寮
費
月

額
１
９
，
０
０
０
円
、
食
費
（
朝

夕
）
月
額
１
６
，
０
０
０
円
程
度

▼
募
集
人
数

男
子

人
44

▼
受
付
期
間

２
月
２
日
俄
～

日
27

画

消
印
有
効

▼
応
募
方
法

次
の
①
～
④
の
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
上
毛
学
舎
入
寮
願
書

②
高
等
学
校
長
発
行
の
調
査
書

③
住
民
票
の
謄
本
（
市
町
村
長
発
行

の
世
帯
員
全
員
が
確
認
で
き
る
住

民
票
）

④
所
得
証
明
書
（
市
町
村
長
発
行
）

▼
入
寮
願
書
の
配
布

１
月
か
ら
交
付
し
て
い
ま
す
。
願

書
の
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
返

信
用
切
手

円
、
応
募
者
の
出
身

90

校
・
進
学
予
定
大
学
・
親
権
者
氏

名
と
電
話
番
号
を
記
し
た
メ
モ
を

同
封
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
請
求
・
応
募
・
問
い
合
わ
せ

先

苛
群
馬
県
育
英
会

衣
３
７
１
倆
８
５
７
０

前
橋
市

大
手
町
１
倆
１
倆
１

群
馬
県
教

育
委
員
会
事
務
局
管
理
課
内

緯
０
２
７
（
２
２
３
）
１
１
１
１

（
内
線
４
５
４
４
）

恭
平
成

年
度
訓
練
生

21

４
月
か
ら
の
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
学
科

○
木
造
建
築
科

《
内
容
》
木
造
家
屋
建
築
の
基
本
技

能
か
ら
専
門
技
能
ま
で
の
習
得

《
訓
練
期
間
》
３
年
間

《
訓
練
時
間
》
毎
週
水
・
金
曜
日
の

午
後
７
時
～
９
時

分
、
お
よ
び

40

火
曜
日
の
夜
間
と
日
曜
日
の
昼
間

（
年
数
回
）

《
定
員
》
５
人

《
受
講
料
》
年
額
４
０
，
０
０
０
円

《
入
校
資
格
》
現
在
建
築
関
係
で
働

い
て
い
る
人
で
、
労
働
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人

○
建
築
設
計
科

《
内
容
》
建
築
設
計
の
基
本
（
学

科
・
実
技
）
、
専
門
技
能
の
習
得

《
訓
練
期
間
》
２
年
間

《
訓
練
時
間
》
毎
週
火
・
水
・
金
曜

日
の
午
後
７
時
～

時
10

《
定
員
》

人
10

《
受
講
料
》
年
額
４
６
，
０
０
０
円

《
入
校
資
格
》
現
在
在
職
中
の
人
で

労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

▼
申
込
期
限

２
月

日
画

27

○
パ
ソ
コ
ン
科

煙
ワ
ー
ド
コ
ー
ス

《
内
容
》
ワ
ー
ド
を
利
用
し
た
文
書

作
成
の
ほ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
方
法
な
ど

《
期
間
》
４
月
～
８
月
末
ま
で
（
週

２
回

火
・
木
曜
日
、
全

回
）

36

《
時
間
》
午
後
７
時
～
９
時

分
40

《
定
員
》

人
10

《
受
講
料
》
４
６
，
０
０
０
円

煙
ア
ク
セ
ス
基
礎
コ
ー
ス

《
内
容
》
ア
ク
セ
ス
を
利
用
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
の
仕
方
、

利
用
方
法

《
期
間
》
４
月
～
６
月
ま
で
（
週
２

回

水
・
金
曜
日
、
全

回
）

15

《
時
間
》
午
後
７
時
～
９
時

分
15

《
定
員
》

人
10

《
受
講
料
》
２
４
，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

煙
み
ど
り
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

緯

６
０
１
１
（
午
後
１
時
～
）

(73)

煙
市
役
所
商
工
振
興
課

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
９
３
８

(76)

県
で
は
、
急
激
な
景
気
後
退
に
伴

う
雇
用
調
整
に
よ
り
、
離
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
人
や
、
今
後
離
職
が
見

込
ま
れ
る
人
を
対
象
に
、
緊
急
就
職

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時

月
～
金
曜
日
（
祝
日

除
く
）
午
前

時
～
正
午
、
午
後

10

１
時
～
５
時

▼
会
場

太
田
商
工
会
議
所
２
階

（
太
田
市
浜
町
３
倆
６
）

▼
内
容

就
職
情
報
の
提
供
や
適
性

診
断
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、

就
職
に
関
す
る
支
援

▼
緊
急
就
職
相
談
窓
口
の
電
話
番
号

緯
０
２
７
６

２
１
２
１
（
太
田

(45)

商
工
会
議
所
の
代
表
番
号
）

※
緊
急
就
職
相
談
窓
口
へ
つ
な
ぎ
ま

す
の
で
、
就
職
相
談
で
あ
る
旨
を

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す

緯
０
２
７
（
３
３
０
）
４
５
２
２

〈
受
付
日
時
〉

月
～
金
曜
日

午
後
５
時
～
７
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
労
働
政
策
課

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
３
４
０
８

税
理
士
会
無
料
相
談

市
内
の
各
税
理
士
事
務
所
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
事
前
に
電
話
連
絡
の

上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

恭
還
付
申
告
無
料
税
務
相
談

給
与
や
年
金
な
ど
の
所
得
税
の
還

付
申
告
に
関
す
る
相
談
で
す
。

▼
日
時

２
月

日
画

13

午
前

時
～
午
後
４
時

10

恭
税
に
関
す
る
無
料
相
談

２
月

日
の
「
税
理
士
記
念
日
」

23

に
合
わ
せ
て
行
う
各
種
の
税
に
関
す

緊
急
就
職
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
し
た

み
ど
り
地
区

高
等
職
業
訓
練
校
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る
相
談
で
す
。
申
告
書
の
作
成
な
ど

有
料
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

２
月

日
俄

23

▼
問
い
合
わ
せ
先

関
東
信
越
税
理

士
会
桐
生
支
部

緯

０
６
６
１

(73)

こ
こ
ろ
の
相
談

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・
悩
み
を

も
っ
て
い
る
人
で
、
平
日
仕
事
な
ど

で
相
談
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
電

話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時

２
月

日
蚊

15

午
前

時

～

午
後
３
時

10

▼
内
容

こ
こ
ろ
の
病
気
に
関
す
る

こ
と
や
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
・

制
度
な
ど
に
関
し
て
精
神
科
医

師
・
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
専
用
電
話

緯
０
２
７
（
２
９
０
）
２
９
２
０

▼
費
用

無
料
（
要
電
話
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
精
神
保

健
福
祉
協
会
（
群
馬
県
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

緯
０
２
７
（
２
６
３
）
１
１
６
６

農
業
に
使
用
す
る
軽
油
に
課
さ
れ

る
軽
油
引
取
税
は
、
一
定
の
手
続
き

を
行
っ
た
場
合
に
限
り
、
課
税
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

▼
受
付
期
間

２
月
２
日
俄
～

日
画

20

▼
対
象

農
業
を
営
む
人
が
使
用
す

る
農
業
用
の
機
械
で
、
ほ
場
な
ど

で
の
農
作
業
で
使
用
す
る
軽
油

▼
手
続
き

①
県
税
事
務
所
で
「
免
税
軽
油
使
用

者
証
」
と
「
免
税
証
」
の
交
付
申

請
を
行
い
、
交
付
を
受
け
る
。

※
申
請
に
は
「
耕
作
証
明
書
」
や
申

請
機
械
の
確
認
書
類
な
ど
の
添
付

が
必
要
で
す
。

②
交
付
を
受
け
た
「
免
税
証
」
を
、

軽
油
を
購
入
す
る
際
に
軽
油
販
売

業
者
に
提
出
し
、
免
税
軽
油
を
購

入
・
使
用
す
る
。

③
購
入
お
よ
び
使
用
し
た
数
量
な
ど

を
報
告
す
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
桐
生
県
税
事
務
所

緯

２
１
１
３

(53)

煙
東
部
農
業
事
務
所

緯
０
２
７
６

３
８
２
４

(31)

県
有
地
売
却

一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

▼
売
却
物
件

大
間
々
町
大
間
々
１

７
２
６
倆
３
（
３
３
０
．

㎡
）

85

▼
入
札
参
加
資
格

個
人
法
人
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
（
地
方
自
治
法

施
行
令
第
１
６
７
条
の
４
に
該
当

す
る
人
な
ど
を
除
く
）

▼
入
札
参
加
申
込
方
法

２
月

日
画
ま
で
に
所
定
の
申
込

27

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
書
配
付
場
所

群
馬
県
管
財
課
、
県
庁
県
民
セ
ン

タ
ー
、
桐
生
行
政
事
務
所
、
桐
生

土
木
事
務
所
、
み
ど
り
市
役
所

▼
入
札
実
施
日

３
月

日
俄

23

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
管
財
課

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
２
１
１
２

県
内
す
べ
て
の
臨
床
研
修
病
院
が

参
加
し
た
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

し
ま
す
。
先
輩
研
修
医
の
体
験
談
な

ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時

３
月

日
蚊

15

午
前

時
～
午
後
４
時

10

▼
会
場

群
馬
県
庁
２
８
１
・

２
９
１
会
議
室

▼
対
象

県
内
で
臨
床
研
修
を
希
望

す
る
医
学
生

▼
費
用

無
料

▼
申
込
方
法

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
医
務
課
医
師
確
保
対
策
室

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
２
５
４
０

胃
０
２
７
（
２
２
３
）
０
５
３
１

Ｅ
メ
ー
ル

i
m
u
k
a
@
p
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p

サ
ラ
金
無
料
法
律
相
談

多
重
債
務
問
題
に
悩
ん
だ
り
引
け

目
や
責
任
を
感
じ
た
り
し
て
い
る
人

か
ら
の
相
談
に
、
弁
護
士
が
応
じ
ま

す
。
多
重
債
務
問
題
は
法
律
に
従
っ

て
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
相

談
の
予
約
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
～
４
時

▼
会
場

県
庁
２
階

県
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼
予
約
方
法

電
話
な
ど
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
予
約
は
各
日
先
着

６
人
ま
で
と
な
り
ま
す
。

《
予
約
電
話
番
号
》

緯
０
２
７
（
２
２
３
）
３
１
０
０

《
受
付
日
時
》

煙
月
曜
日
（
相
談
日
前
日
）

午
後
２
時
～
５
時

煙
火
曜
日
（
相
談
日
当
日
）

午
前
８
時

分
～
正
午

30

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
商
政
課

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
３
３
３
５

胃
０
２
７
（
２
２
３
）
７
８
７
５

音
読
（
朗
読
）
奉
仕
活
動
を
実
践

す
る
人
を
養
成
し
ま
す
。

恭
講
座
内
容
説
明
会

受
講
希
望
者
は
、
「
講
座
内
容
説

明
会
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
い
ず

れ
か
１
回
希
望
日
を
電
話
で
連
絡
し

て
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
期
日

３
月

日
峨
・

日

10

12

牙
・

日
峨
・

日
我

17

18

▼
会
場

（
全
日
程
共
通
）
群
馬
県

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
７
階

７
０
１
会
議
室

※
申
込
書
な
ど
も
こ
の
会
場
で
配
布

し
ま
す
。

恭
養
成
講
座

▼
講
座
日
程

《
前
半
》
５
月

日
～
６
月

日
ま

12

30

で
の
毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
～
４
時
（
計
８
回
）

《
後
半
》
７
月
７
日
・

日
、
８
月

21

４
日
・

日
、
９
月
１
日
・

18

15

日
・

日
、

月

・

日
、

29

10

13

27

11

月

日
・

日
、

月
８
日
の
隔

10

24

12

週
火
曜
日

午
後
１
時
～
４
時
（
計

回
）

12

▼
会
場

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
４
階

４
０
２
会
議
室

（
前
橋
市
新
前
橋
町

倆

）

13

12

▼
講
座
内
容

①
視
覚
障
害
者
の
現
状
と
福
祉
施
策

な
ど
に
つ
い
て

②
点
字
図
書
館
と
奉
仕
活
動

③
音
訳
（
朗
読
）
の
基
礎
理
論
と
実
践

▼
受
講
人
数

人
程
度
（
選
考
）

20

▼
受
講
資
格

①
視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱

意
の
あ
る
人

②
県
内
に
居
住
す
る
人

③
養
成
講
座
修
了
後
は
、
音
訳
奉
仕

員
と
し
て
点
字
図
書
館
の
録
音
図

群
馬
県
臨
床
研
修
病

院
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

音
訳（
朗
読
）奉
仕
員

養
成
講
座

農
業
で
の
軽
油
の

課
税
免
除
に
つ
い
て
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書
製
作
の
奉
仕
活
動
が
で
き
る
人

④
全
日
程
受
講
可
能
な
人

⑤
原
則
と
し
て
、

歳
ま
で
の
人

60

▼
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
の

８
０
０
円
は
自
己
負
担
）

▼
受
講
申
込
期
限

①
説
明
会
が
３
月

日
峨
の
場
合

10

→
３
月

日
峨

24

②
説
明
会
が
３
月

日
牙
の
場
合

12

→
３
月

日
牙

26

③
説
明
会
が
３
月

日
峨
の
場
合

17

→
３
月

日
峨

31

④
説
明
会
が
３
月

日
我
の
場
合

18

→
４
月
２
日
牙

▼
申
込
方
法

講
座
内
容
説
明
会
の
開
催
時
に
配

布
す
る
開
催
要
項
に
添
付
し
て
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
者
決
定

選
考
結
果
を
４
月

日
峨
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

21
▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
立
点
字
図
書
館
（
群
馬
県

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

緯
０
２
７
（
２
５
５
）
６
５
６
７

緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
を
支
援
す

る
た
め
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

２
月

日
画

20

午
後
１
時

分
30

▼
場
所

群
馬
県
桐
生
合
同
庁
舎
大

会
議
室
（
相
生
町
２
丁
目
）

▼
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

緑
の
カ
ー

テ
ン
応
援
団

▼
定
員

人
（
予
定
）

40

▼
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
環
境
森
林

事
務
所

緯

７
３
７
３

(52)

桐
生
厚
生
総
合
病
院

恭
第
３
回
市
民
公
開
講
座

「
緩
和
医
療
に
つ
い
て
」

抗
が
ん
剤
治
療
、
疼
痛
緩
和
、
緩

和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
つ
い
て
お
話
し
す

る
ほ
か
、
緩
和
医
療
の
現
状
に
つ
い

て
の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

２
月

日
臥

14

午
後
２
時
～
４
時

分
30

▼
会
場

桐
生
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

３
階

第
２
ホ
ー
ル

（
桐
生
市
織
姫
町
２
倆
５
）

緯

１
０
１
１

(46)

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

座
長

山
部
克
己
（
桐
生
厚
生
総

合
病
院
呼
吸
器
外
科
部
長
）

《
講
演
１
》
鹿
沼
達
哉
（
群
馬
大
学

医
学
部
附
属
病
院
腫
瘍
セ
ン
タ
ー

長
）

「
が
ん
対
策
基
本
法
と
緩
和
の
概

念
―
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の

果
た
す
役
割
―
」

《
講
演
２
》
根
岸
由
美
（
桐
生
厚
生

総
合
病
院
薬
剤
部
主
査
）

「
が
ん
の
痛
み
に
使
用
さ
れ
る
鎮

痛
剤
に
つ
い
て
」

《
講
演
３
》
平
松
聖
史
（
桐
生
厚
生

総
合
病
院
外
科
部
長
）

「
化
学
療
法
に
お
け
る
緩
和
医
療

に
つ
い
て
」

《
講
演
４
》
金
子
直
美
（
桐
生
厚
生

総
合
病
院
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
）

「
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
看
護
師
の

役
割
に
つ
い
て
」

▼
参
加
費

無
料
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
厚
生
総
合
病
院

地
域
医
療

連
携
室
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

緯

７
１
６
５
（
平
日

午
前
９

(44)
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
）

新
入
社
員
養
成
講
座

市
内
事
業
所
の
新
入
社
員
を
対
象

に
、
社
会
人
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る

基
礎
知
識
を
習
得
し
、
勤
労
意
欲
を

高
め
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

３
月

日
峨

17

午
前
８
時

分
～
午
後
４
時

分

50

40

▼
場
所

桐
生
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

▼
内
容

「
身
に
付
け
た
い
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
」
、
「
新
入
社
員
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
」
、
「
賢
い
消
費
者

に
な
る
た
め
に
」
、
「
職
場
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
を
学
ぼ
う
！
」

▼
募
集
人
員

み
ど
り
市
・
桐
生
市

内
事
業
所
の
新
入
社
員
（
含
予
定

者
）
と
入
社
１
～
２
年
目
の
社
員

人
80

▼
教
材
費

１
，
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
、
昼
食
代
を
含
む
）

▼
申
込
期
限

３
月
２
日
俄

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
行
政
事
務
所
労
働
経
済
係

緯

４
４
８
２

(54)
子
育
て
支
援
講
座

恭
子
ど
も
の
読
書
意
欲
を
引
き
出
す

小
さ
い
子
ど
も
向
け

ア
ニ
マ
シ
オ
ン
入
門
講
座

「
読
書
へ
の
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
」
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
か
き
た

て
、
自
ら
読
書
す
る
力
を
引
き
出
し

て
い
く
新
し
い
読
書
教
育
法
で
す
。

保
育
に
携
わ
る
人
の
資
質
・
能
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
日
時

２
月

日
牙

26

午
後
１
時
～
４
時

▼
会
場

群
馬
県
庁
２
９
２
会
議
室

▼
対
象

煙
地
域
で
子
育
て
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
人

煙
子
育
て
を
行
っ
て
い
る
人

▼
内
容

実
技
講
習

「
子
ど
も
の
読
書
意
欲
を
引
き
出

す
ア
ニ
マ
シ
オ
ン

―
体
験
し
よ

う
―
」

司
書
専
門
員
（
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
倶

楽
部
主
宰
）
太
田
克
子
氏

▼
受
講
料

２
，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

苛

世
紀
職
業
財
団
群
馬
事
務
所

21
（
金
田
・
森
下
）

緯
０
２
７
（
２
２
３
）
２
０
２
３

大川美術館特別企画展

叙情と幻想のイメージ

桐生市通信

このコーナーでは、桐生市との交流事業の一環

で、桐生市からのお知らせを掲載しています。

シュルレアリスムに影響を受けながら、独自のイ

マジネーションをはばたかせ、叙情感あふれる作品

を制作した近代の洋画家８人の作品を紹介します。

▼期間 ３月29日(日)まで（月曜日休館）

▼時間 午前10時～午後５時30分

▼入場料 一般1,000円、高校・大学生600円、小・

中学生300円

▼そのほか 学芸員による作品解説を土、日、祝日

の午後２時から行っています。

▼問い合わせ先 大川美術館 緯(46)3300

緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く

り
講
演
会
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第３回みどり市子ども会上毛かるた大会

一瞬の速さを競う勝負
１月25日、笠懸公民館で「第３回みどり市子ども会

上毛かるた大会」が行われ、笠懸・大間々・東各地区

代表の子どもたちが、一瞬を争う緊迫した空気の中で

競いました。各部門の優勝者（チーム）は２月８日蚊
開催の「群馬県上毛かるた大会」に市の代表として出場

します。

●各部門の優勝者（チーム）

個人の部 低学年 永瀬麻貴さん(笠懸第９区子ども会)

高学年 神山侑果さん(はなわ子ども会)

中学生 前原彩伽さん(はなわ子ども会)

団体の部 低学年 大間々Ａ(大間々13区子ども会)

高学年 笠懸Ａ(笠懸第７区子ども会)

中学生 東Ｃ(はなわ子ども会)

みどり市新春交流会

明るい年を願い笑顔で歓談
１月５日、市役所笠懸庁舎で新春交流会が開催され、

明るい雰囲気の中で、市長や、議長をはじめとする来賓

の方々と、多くの市民の方との歓談が行われました。

また、交流会会場入口や別室では、「技・匠」という

テーマで、フリルエレガンス（冬アジサイ）やシクラメ

ンとともに市内で生み出される巧みな技術による作品が

展示され、多くの人が見事さに目を見張っていました。

庁舎玄関には東町の関口安治さんの門松、庁舎に入っ

た１階・２階には笠懸町10区婦人会の吊し雛なども飾ら

れ、見ごたえのある展示になりました。

帰る際には抽選会も行われ、当選者にはみどり市ブラ

ンドの商品が渡されました。

ＪＡぐんまみどりの野菜
群馬県ふるさと伝統工芸士
小倉肇さんの和装刺繍

小内敬一さんの冬ア
ジサイとシクラメン

東町商工会とあずま石材組合
のみかげ石の彫刻

関口安治さんの
門松

笠懸第10区
婦人会の吊し雛

【今回の新春交流会の展示品の数々】



(25) 広報みどり 呉35

世界最大の大根 桜島大根を収穫

みどり市で桜島大根

とてもきれいにできたよ

桐生・大間々の両警察署で初点検

安全安心を守るため

桐生みどり消防署開署

地域防災の拠点として

第58回社会を明るくする運動

県作文コンテスト受賞

平成21年みどり市成人式

成人おめでとう

群馬みどり農協で世界一大き

い大根、桜島大根を収穫しまし

た。収穫された一番大きいもの

は、直径42cm重さ22kg。本場産

をもしのぐ大物です。今後、み

どり市の特産品になるよう栽培

方法のさらなる研究を重ねると

のことです。

１月13日に桐生警察署、翌

14日には大間々警察署と交通

指導員との合同で、2009年初

点検が挙行されました。署員

たちは、来賓の巡閲に規律正

しい動きを見せ、今年一年の

地域の安全安心を守る気持ち

を新たにしていました。

１月13日、笠懸幼稚園で繭玉

飾りが行われました。この繭玉

飾りは、東町の関口安治さんが

子どもたちに伝統行事の飾り付

けを体験してもらおうと行った

もので、子どもたちは、繭玉や

小判の形をした３色の団子の飾

り付けを楽しみました。

「第58回社会を明るくする運動群馬県実施委員会作

文コンテスト」で、みどり市から入賞者２人選ばれ、

昨年12月19日、大間々東中学校校長室でその伝達式が

行われました。

●入賞者・入賞作品

優秀賞（前橋保護観察署長賞）

石原文哉さん（大間々東中学校）

『「人との関わり」の大切さ』

特別賞（群馬県保護司会連合会長賞）

島田優美香さん（大間々東中学校）

『いいんだよ。そのままで…』

１月15日、渡良瀬川右岸側の防災拠点として、桐生み

どり消防署が開署しました。

新消防署は、笠懸分署と西分署を統合した形で、今ま

で以上に車両配備と職員配置が充実し、24時間体制で市

民の安心・安全を守ります。

●所在地 みどり市笠懸町阿左美1912番地6

●電話番号 緯(77)1177
●管轄区域 大間々新里分署、黒保根東分署

みどり市…全域、桐生市…相生町・川内町の一部、

新里町・黒保根町の全域

１月11日、笠懸野文化ホール

で、成人式が挙行され、620人

の新成人が大人の仲間入りをし

ました。当日は、華やかな振り

袖や真新しいスーツに身を包ん

だ新成人が、久しぶりの再会に

記念写真を撮り合い昔話に花を

咲かせていました。

笠懸幼稚園で繭玉の飾り付け

島田優美香さ島田優美香さんん 石原文哉さ石原文哉さんん大間々警察署の初点大間々警察署の初点検検
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俯
浅
原
の
百
観
音
（
み
ど
り
市
指
定
史
跡
平
成
３
年
５
月

日
指
定
）
俯
地
元
の
信
仰
心
と
石
工
の
研
究
心
俯
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浅
原
の
百
観
音
は
、
江
戸
時
代
末
期
、
天
保
10

（
１
８
３
９
）
年
か
ら

年
に
か
け
て
、
浅
原
村
の

12

星
野
新
治
郎
を
中
心
と
し
た
１
０
８
人
も
の
寄
進
者

に
よ
り
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
百
観
音
を
構
成
す
る
１

０
０
体
の
石
仏
（
観
音
像
）
は
、
い
ず
れ
も
常
陸
国

ひ

た

ち

の

く

に

真
壁
郡
女
方
村
の
石
工
、

お

さ

か

た

外
山
直
吉
満
親
が
浅
原
村

と

や

ま

な

お

よ

し

み

つ

ち

か

に
在
住
し
て
制
作
し
た
も
の
で
す
。

１
０
０
体
は
、
西
国

札
所
、
板
東

札
所
、
秩

33

33

父

札
所
に
見
立
て
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
天
保

34

10

年
、
天
保

年
、
天
保

年
に
造
立
さ
れ
て
い
ま

11

12

す
。満

親
は
当
初
か
ら
、
百
観
音
の
制
作
に
熟
知
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
石
仏
の
像
容
の
年
代
的
な
形

態
変
化
か
ら
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
百
観
音
を
完
成

さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
先
に
制
作
し
た
、
西
国
札
所
や
板
東
札
所
に
見

立
て
た
観
音
像
の
う
ち
聖
観
音
と
千
手
観
音
の
像
容

は
、
同
じ
聖
観
音
像
の
形
式
で
彫
っ
た
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
、
後
か
ら
制
作
し
た
秩
父
札
所
の
も
の
は

本
尊
と
す
べ
て
合
致
し
、
異
刻
は
見
ら
れ
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
満
親
が
浅
原
村
に
在
住
し
た
３
年
の
間

に
石
仏
を
調
査
・
研
究
し
た
形
跡
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
い
ま
す
。

な
お
、
札
所
を
示
す
１
０
０
体
の
本
尊
（
御
姿
）

は
、
聖
観
音
・
千
手
観
音
・
十
一
面
観
音
・
如
意
輪

観
音
・
馬
頭
観
音
・
准
胝
観
音
・
延
命
観
音
・

じ
ゅ
ん
て
い

不
空

ふ

く

う

羂
索
観
音
の
８
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
浅
原
の
百
観

け

ん

さ

く

音
に
は
、
延
命
観
音
・
不
空
羂
索
観
音
の
像
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
の
２
種
の
観
音
像

は
全
国
的
に
も
類
例
が
少
な
い
も
の
で
、
満
親
自

身
、
彫
っ
た
経
験
が
な
か
っ
た
め
つ
く
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

百
観
音
像
は
、
現
在
に
お
い
て
も
地
元
の
人
々
に

愛
さ
れ
、
観
音
像
周
辺
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
百
観
音
像
の
湧
水
は
、
知
る
人
ぞ
知

る
名
水
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
各
地
か
ら
水
を
く
み
に
絶

え
ず
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課
文
化
財
係
緯

１
９
３
３

(76)



(27) 広報みどり 呉35

休 日 当 番 医

（44）3060内外本町５矢島医院

２/11(水)
（73）5811内児大間々町須永医院

（54）4153産婦内循広沢町６山口病院

（54）1517耳鼻相生町２耳鼻咽喉科設楽医院

(76)6311内外整笠懸町東邦病院

２/15(日)
（52）6671整広沢町４長谷川整形外科医院

（76）9998内児笠懸町志鳥クリニック

（45）2072内川岸町林内科医院

（72）1282内大間々町一心堂クリニック

（40）2600整広沢町間ノ島桐生整形外科病院

２/22(日)
（30）7577泌内児大間々町きたむらクリニック

（44）8897内境野町６藤井内科医院

（74）2311外内新里町恵愛堂クリニック

（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

３/１(日)
（45）2883内琴平町菊地医院

（70）2112児新里町アウルこどもクリニック

（44）4814眼仲町２袖野眼科医院

（53）1170整相生町５鈴木整形外科クリニック

３/８(日)
（20）7780児新宿３おのこどもクリニック

（44）6031内本町３まろ医院

（30）8808内笠懸町クリニック樹

（52）0846広沢町５高橋接骨院
２/11(水)

（73）2310大間々町北沢接骨院

（47）0070新宿３河内接骨院
２/15(日)

（53）9966相生町１澤接骨院

（44）5100東７福間接骨院
２/22(日)

（22）8555宮前町１中島接骨院

（44）1151境野１大川接骨院
３/１(日)

（72）1455大間々町近藤接骨院

（43）1111東１今井接骨院
３/８(日)

（52）0606相生町２吉田接骨院

※休日当番医・接骨院は、都合により変更する場合もあります。
確認してお出かけください。

休日当番接骨院

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3-3-2）

時間 午前10時～午後３時 緯（45）1397

毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516-8）

時間 午前９時～午後１時 緯0276（45）7320

休日歯科診療所

３月２日が納期限です。忘れずに納付しましょう。

今月の納税

国民健康保険税׉第８期

桐生保健福祉事務所の相談
会場 桐生保健福祉事務所［桐生市

相生町］緯(53)4131

《子育てこころの相談》

期日 毎月第１火曜日

時間 午後１時～４時

《精神保健福祉相談》

期日 毎月第２金曜日

時間 午前10時～正午（要予約）

社会福祉協議会の相談
《心配ごと相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 ２月25日我・３月５日牙

時間 午前９時～午後３時

会場 笠懸老人憩の家

【大間々支所 緯(72)4054】

期日 ２月16日俄・★３月16日俄

時間 午後１時～３時

会場 厚生会館

【東支所 緯(97)2828】

期日 ２月10日峨・３月10日峨

時間 午前10時～正午

会場 高齢者生活福祉センター

※★印の日は、弁護士相談（午後１時

～３時：要予約）も行います。

《高齢者相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 毎月第３水曜日

時間 午前10時30分～正午

会場 笠懸老人憩の家

無料人権相談

期日 毎週木曜日（休日除く）

時間 午後１時～４時

会場 前橋地方法務局桐生支局

緯(44)3526

相談員 人権擁護委員

料無 相 談
桐生市の法律相談（弁護士相談）
【市民相談室（桐生市役所２階）】

期日 ２月19日牙・26日牙、３月５

日牙・12日牙

時間 午前10時～正午（２月19日、

３月５日・12日は午後１時～３時

を追加）

会場 桐生市役所市民相談室

［緯(46)1111（内線355）］

定員 １日あたり７人（２月19日、

３月５日・12日は14人）

予約 相談を希望する週の月曜日の

午前９時から、専用電話緯(22)2424

で先着順に受け付けます。

【新里支所】

期日 ３月10日峨

定員 ７人

予約 ３月５日牙午前９時から９日俄

午後３時まで、電話[緯(74)2212]で

先着順に受け付けます。

消費者相談
期日 毎週月～金曜日（祝日・年末

年始を除く）

時間 午前９時～正午

午後１時～４時

会場 消費生活センター（大間々庁

舎２階［緯(76)0987］）

※来所の際は、事前にご連絡くださ

い。

行政相談・人権相談
《行政相談・人権相談》

期日 ２月６日画・３月６日画

時間 午前10時～午後３時

会場 厚生会館１階［問い合わせは、

大間々民生課緯(76)1846へ］

相談員 人権擁護・行政相談委員

《行政相談》

期日 ２月10日峨・３月10日峨

時間 午前10時～正午

会場 東庁舎３階［緯(76)0984］

相談員 行政相談委員

子どもたちに関する教育相談

期日 毎週月～金曜日

時間 午前９時～正午

午後１時～５時

会場 教育研究所電話教育相談室

緯(73)1110

※来所相談の場合もまずはお電話で

（保護者向け）
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バスケットボール女子日本リーグ「シャンソン

化粧品 シャンソンＶマジック」の選手を招いて

「バスケットボール教室」を開催します。

当日は、みどり市出身の藤生喜代美キャプテン

と林眞未選手を中心とするチームのトッププレー

ヤーたちが、小中学生のバスケットボールチーム

と交流します。

【開催日時】３月15日蚊

開場 午後１時、開演 午後１時30分（予定）

【開催場所】みどり市民体育館「桐生大学グリー

ンアリーナ」メインアリーナ

新体育館開館記念事業

「シャンソンＶマジック・バスケットボール教室」

【入場料】無料

【入場制限】入場者多数の場合は、安全のため入

場を制限させていただくことがあります。

【問い合わせ先】スポーツ振興課 緯(76)9847

シャンソンＶマジック

1962年に創部された伝統のある女子バス

ケットボール実業団チームで、1982年の日本

リーグ優勝以来、現在のトップリーグである

Ｗリーグにおいても常に上位にあり、プレー

オフ・ファイナルの常連チームです。

「「「桐桐桐生生生大大大学学学ΈΈΈςςςȜȜȜϋϋϋͺͅͅςςςȜȜȜ΢΢΢」」」
（（（みみみどどどりりり市市市民民民ఘఘఘ֗֗֗܁܁܁）））̦̦̦ 開開開܁܁܁ししし͘͘͘しししたたた

笠
懸
町
阿
左

美
地
内
に
建
設

し
て
い
た
市
民

体
育
館
が
完
成

し
、
昨
年

月
12

日
に
竣
工
式

22が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
翌

日
23

に
は
、
施
設
見

学
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

そのほか

煙会議室、ミーティング室、ラウンジ、授乳室なども設けています。
煙災害発生時に自動販売機内の飲料を無料提供する機能を備えた災害対応型自動販売機も設置しています。

体育館の設備はこのようになっています

メインアリーナ

バスケットコート３面分の

広さがあります。

サブアリーナ

約210㎡ の広さで武道・ダ

ンスなどに活用できます。

トレーニング室

各種トレーニング設備が

整っています。

ランニングコース

１周200ｍの周回コースに

なっています。

受付

正面玄関を入って右側に

職員の事務室があります。

券売機

事務室手前に利用内容に応

じた券売機があります。

階段、エレベータ

数カ所の階段とエレベータ

が設置されています。

観客席

２階に合計で460席を設け

ています。

１
月

日
、
新
体
育
館
の
開
館

17

を
記
念
し
て
、
国
士
舘
大
学
の
男

女
新
体
操
部
、
前
橋
工
業
高
校
男

子
体
操
部
、
榛
東
中
学
校
の
選
手

ら
を
招
い
て
の
「
新
体
操
公
開
演

技
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

間
近
で
み
る
機
会
の
少
な
い
新

体
操
に
大
勢
の
市
民
が
来
場
し
、

リ
ボ
ン
や
ボ
ー
ル
な
ど
の
手
具
を

使
っ
た
女
子
の
し
な
や
か
な
動

き
、
軽
や
か
さ
の
中
に
も
力
強
さ

を
感
じ
さ
せ
る
男
子
の
演
技
に
観

客
は
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

開
館
記
念
事
業

「
新
体
操
公
開
演
技
会
」
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ー
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